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Ⅰ 第 4 次田尻町総合計画の取組成果と今後の課題 

 

第 4 次田尻町総合計画の進捗状況を検証し、現行計画における主な取組の成果と今後の課題を次にま

とめた。 

 

■第 4次田尻町総合計画における主な取組成果 

１）ひとが輝き、未来につながるまち 田尻 

項目 主な取組成果 今後の課題 

1. 人権尊重 ◯人権課題に対する新たな法整備を受

けて周知・啓発事業を推進 

新たな人権課題も含め、町の実情等を

踏まえた啓発、情報提供の実施、相談

体制の充実、セーフティネットの構築。 

2. 国際化の推

進 

◯保・幼・小・中において関西国際セン

ターとの交流等を実施 

町民と関西国際センターとの交流の活

性化。 

3. 次世代の育

成 

○子育てガイドブックの作成・配布 

◯保育所・幼稚園などの保育料等を無

償    化 

◯町立幼稚園・子育て支援センターに

おいて一時預かり事業を開始 

◯ファミリーサポートセンター事業を

開始 

◯こども医療費助成事業の対象者を18

歳まで拡大 

福祉相談窓口をワンストップ化するた

め、現在 3 つある子どもの窓口の一本

化。 

4. 学校教育 ◯田尻町版小・中一貫教育の推進 

◯ALT の増員、英検受験への助成など

国際理解教育、外国語学習の推進 

◯保・幼・小・中における ICT 教育環

境の構築 

保幼も含めた小・中一貫教育の実践の

ための組織的な取り組み。 

教員の働き方改革も視野に入れた教育

課題への取組みの重点化。 

5. 生涯学習 ◯三世代交流促進講座など時代に即し

た生涯学習講座の開催 

SNS など多様なツールを活用した効

果的な情報発信。 

多様な年齢層による参加者の拡大、リ

ーダ等人材の発掘・育成の仕組み作り。 

6. 歴史・文化 ◯田尻歴史館（愛らんどハウス）の保

全・活用に向け耐震化等の改修事業

に着手 

愛らんどハウスの保全とさらなる有効

活用。 
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２）健やかで、安心して 暮らせるまち 田尻 

項目 主な取組成果 今後の課題 

1. 健康づくり ◯各種健診の充実（日曜健診、特定健

診・がん検診の同日実施、胃内視鏡検

査、妊婦健診等） 

◯医療体制の充実（広域母子医療セン

ター運営、広域初期急病センター運

営） 

自らの健康の維持増進に向けた意識啓

発、住民主体の健康づくり活動をサポ

ートする保健事業の展開。 

健康に対する無関心層への保健事業の

展開。 

2.地域・社会の

支えあい 

◯還暦のつどい等コミュニティイベン

トの開催  

◯広報たじりへの各種団体情報掲載 

○ふれ愛センターの休日開館、フリー

スペースで集える場所を提供 

○介護支援サポーターの養成講座の実

施 

各種団体の高齢化、地区会加入率の低

下などへの対応と新しい担い手の育

成。 

ボランティア活動の場の拡充。 

3.高齢社会・障

害福祉 

◯介護予防事業の推進 （体操・筋トレ

など各種教室の開催、介護ポイント） 

○田尻町独自の取組みとして、多職種

連携会議「たじりっちねっと」を医師

や介護職など他職種の連携、情報交

換のネットワークとして実施 

◯障害福祉の推進（基幹相談支援セン

ター運営、町施設等のバリアフリー

化） 

要介護認定ではないが移動に困ってい

る人や銀行やスーパー、病院など自分

で行きたいところに行くための移動支

援サービスの必要性。 

田尻町の介護、高齢者、障害者の相談

窓口として基幹相談支援センターの設

置。 

4. 安全・安心 ◯消防広域化による消防・救急体制強

化 

◯自主防災会の育成・支援  

◯防犯カメラ・防犯灯の増設 

田尻町の実情に応じた自主防災組織の

改編。災害時の連携について自主防災

会と民間事業者も含めて連携を広げる

体制づくり。 

活動する人が集まるよう地域の防犯活

動組織の一本化。 

5. 住宅・住環境 ○三世代同居近居新生活スタート助成

事業 

○公営住宅の適正な維持管理、計画的

に長寿命化 

空き家対策などへの取組み。 
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３）資源が活かされ、魅力あるまち 田尻 

項目 主な取組成果 今後の課題 

1.自然・環境保

全 

○農業委員の協力のもと、小学校・幼

稚園の田植え・稲刈り体験を実施 

○りんくうポート北広場の計画や、田

尻町ウォーキングコース（散策ルー

ト）整備計画のための住民ワークシ

ョップ開催（平成 29 年度） 

市町村単独ではなく周辺市町村と広域

共同での地球温暖化対策地域編計画策

定など取組みの検討。 

2. 都市整備 ◯吉見ノ里駅周辺整備（踏切拡幅） 

◯（仮称）りんくうポート北広場の整備

計画 

◯コミュニティバスの運行（2019 年 5

月予定） 

◯国土調査（地籍調査）の推進 （事業

終了） 

利便性のある道路整備の検討。 

吉見ノ里駅のバリアフー化ほか利便性

の向上。 

 

3. 生活環境 ◯上水道事業の広域化（大阪広域水道

企業団への統合） 

◯下水道ポンプ場の耐震化・長寿命化  

◯有料化及び廃プラの分別回収による

ごみの減量化 

○吉見墓地を拡充（平成 27 年度） 

ストックマネジメント計画に基づく下

水道施設の適正な維持管理及び改築・

更新。 

ごみ処理体制の広域化。 

4. 情報・通信 ○基幹系システム、庁内ネットワーク

システム、インターネット端末にお

けるセキュリティ強化 

情報化の推進と継続的なセキュリティ

の向上。 

多言語化および視覚障害などアクセシ

ビリティへの対応。 

5. 産業振興 ◯観光漁業推進への支援 

◯泉州黄たまねぎの普及促進 

◯りんくうポート地区における企業誘

致の推進  

◯観光促進策として関空島内連絡バス

にラッピング広告を実施  

◯DMO （KIX 泉州ツーリズムビュー

ロー）への参画  

農地の有効活用と担い手の育成。 

関空利用の外国人観光客などインバウ

ンドへの対応。 
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４）みんなでまちづくりを進めるために 

項目 主な取組成果 今後の課題 

1.参画と協働の

まちづくり 

○公園や児童遊園、駐輪場などで、住

民団体が花植えボランティアとして

花の管理 

○りんくうポート北広場整備につい

て、住民ワークショップにより基本

計画の策定 

SNS 等広報媒体の多様化に対応した

情報発信の充実 

各種団体のネットワーク強化 

2. 行財政運営 ○定員管理計画策定、公共施設等総合

管理計画の策定 

公共施設等の適正な維持管理、計画的

な改修や更新の検討。 

3. 広域連携 ○広域福祉課設置（H25.4.1～泉佐野市

に事務所） 

○広域まちづくり課設置（H29.10.1～

泉南市に事務所） 

○一部事務組合の再編（ごみ、し尿） 

効果的な広域行政の推進 
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Ⅱ 第 4 次田尻町総合計画各課ヒアリング調査の取りまとめ 

 

第 4 次田尻町総合計画の進捗状況と取組成果、課題について、関係各課へヒアリング調査を行い、施

策課題とニーズを把握した。各課ヒアリング調査調書を次に取りまとめた。 

 

 

Ⅱ－１ ひとが輝き、未来につながるまち 田尻 

１．人権尊重 

(１) 人権の尊重 

①人権のまちづくりの総合的推進：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
社会情勢や町の実情に即した
テーマの講演会や映画会等の
実施。 
大阪府が開催する研修や部落
解放・人権大学講座、部落解
放・人権夏期講座等積極的に
受講。 
部落解放全国研究集会、人権
啓発研究集会、近畿地区人権
同和行政推進協議会研究集会
等に参加。 
泉佐野・熊取・田尻事業所人権
連絡会や岸和田人権擁護委員
協議会とも連携、協力し啓発の
実施。 

Ｂ 

職員の資質の向上、
各種団体長や参加者
への啓発 

人権について考
える機会のない
方、無関心な方
の参加者に対し
ての啓発 

社会の情勢や町
の実情に応じた
テーマを選定
し、講演会等の
継続実施 

人権協会： 
・講演会や映画会等の実施。 
・たじりじんけんサポーター
制度を開始し人権意識の向上
を図る。 
・人権に関する講演会を実施 
・子どものための人権映画会
の実施等 
・地域啓発リーダー、指導者
育成講座は未実施。 

Ｂ 

職員の資質の向上、
各種団体長や参加者
への啓発 

専門的な知識を
持つ人材の発
掘、リーダー、
指導者の育成。 

継続実施 

 

②人権に関する教育·啓発の実施：企画人権課・指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

広報たじりでの人権コラムや
啓発記事の掲載 
人権啓発活動委託事業：映画
から人権・人権をみつめる映
画会（年 1回） 

Ｂ 

その年の情勢等から
テーマを選定し映画
会を開催すること
で、人権について考
える機会がなかった
人や関心がなかった
人でも参加してもら
いやすく、年々参加
者が増えており、啓
発に繋がっている。 

人権について考
える機会のない
方、無関心な方
の参加者が少な
い。 

継続実施 
より多くの方に
関心を持っても
らえるテーマの
選定により参加
者を増やし、人
権を考える機会
の提供と啓発活
動の実施し、人
権意識の向上を
図る。 

＊主要施策の進捗状況の表記 
A：達成 
B：概ね達成 
C：達成できないない 
D・未着手 
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田尻町人権教育研究協議会・
田尻町外国人教育研究協議会
の実施。町教職員研修での
種々の人権課題に対する研修
会の実施。 

Ｂ 

同和問題や LGBT など
継続課題に合わせて
喫緊の課題認識を進
めることができた。 

教職員の入れ替
わりによる蓄積
の難しさ。指導
スキルや考え方
を継承するシス
テムの構築 

教員の若年化に
合わせて必要な
研修を適切に実
施していく。田
人研・田外教で
の研究でも継続
課題だけではな
く、現代的な課
題も取り扱う。 

 

③人権相談体制の充実：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
広報たじりにてあらゆる人権
問題の情報提供や啓発記事の
掲載、庁内施設にリーフレッ
トの配架。 
大阪府や各関係団体が主催す
る新たな人権課題に対する研
修会や勉強会に参加。 
泉佐野・熊取・田尻事業所人
権連絡会において、各事業所
に対しての講演会や情報提
供、啓発の実施。 
人権相談、就労相談、進路選
択支援相談等の庁内関係課、
関係機関と連携し、複合的な
問題を抱えている相談者には
関係者、関係課によるケース
検討会議の実施。 

Ｂ 

広報を通じて新たな
人権課題に対する情
報提供や啓発の実
施。 
職員の資質向上。 
明確なセーフティネ
ットの構築までは至
っていない。 

複雑化・多様化
する新たな人権
課題への対応、
啓発。 
セーフティネッ
トの構築 

継続実施 
新たな人権課題
も含め、町の実
情等を踏まえた
啓発、情報提供
の実施。 
相談体制の充
実。 
セーフティネッ
トの構築。 

 

(２) 男女共同参画の推進 

①男女共同参画社会に向けた意識改革：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

2014（平成 26）年８月に実施
した町民意識調査の結果や現
行プランの達成状況等を踏ま
え、2024（平成 36）年度を目
標年度とする「第２次田尻町
男女共同参画プラン」を策
定。社会の情勢や町の実情に
即したテーマの講演会、講座
の実施。 

Ｂ 

社会情勢の変化に伴
い、適切な施策の推
進を図るため、プラ
ンの見直しを行っ
た。 

啓発事業や各種
講座等の充実 

継続実施より多
くの方に関心を
持ってもらえる
テーマの選定に
より参加者を増
やし、男女共同
参画を考える機
会の提供と啓発
活動を実施し、
町民意識の向上
を図る。 

 

②人材育成と女性の登用：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
Ｈ29町の審議会や委員会等へ
の女性の登用状況 審議会
27.2%／委員会 13.3% 
Ｈ29 女性管理職登用状況
14.3% 

Ｃ 

第２次田尻町男女共
同参画プランにおけ
る目標数値達成には
至っていない。 

職員研修の実施 
男女共同参画に
積極的に取り組
む人材や団体の
発掘、育成。 

継続実施 
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③男女がともに働き続けられる環境の整備：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
広報たじりでの啓発記事の掲
載やポスター掲示 
社会情勢や町の実情に即した
テーマの講演会、講座の実
施。 

Ｃ 

参加者や各種団体長
への啓発や情報提供
を行うことが出来て
いる。 

無関心な方への
啓発、周知 

継続実施 

 

④男女共同参画に関する相談体制の整備：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
女性総合相談事業（女性専門
カウンセラー・毎月 1回・３
枠各回 50分） 

Ｂ 
女性の悩みやＤＶ被
害者の救済に資する
ことが出来ている。 

女性総合相談事
業の周知 

継続実施 
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２. 国際化の推進 

(１) 国際化の推進 

①多文化共生のまちづくり：企画人権課・指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
H25 年度 
田尻町人権協会主催「あきら
めない心～未来は自分で変え
られる～」 
世界人権宣言に関する記事を
毎年広報たじり 12月号へ掲
載。 
人権講演会の実施。 
広報たじりによる啓発記事等
の掲載 
庁内施設へのリーフレット配
架。 

Ａ 

外国人差別の問合せ
や相談がない。 
職員の資質向上 
各種団体長や参加者
への啓発 

潜在的な差別被
害者の把握 
無関心な方への
啓発、周知 

継続 

広報たじりやホームページで
の情報発信 

Ｃ 
観光ガイドマップの
多言語化 

広報紙、ホーム
ページ等の広報
媒体の多言語化
が本町は進んで
いない 

継続 
広報媒体の多言
語化を図るとと
もに、外国人の
意見を施策に反
映できるような
環境づくりを行
う。 

田尻町人権教育研究協議会・
田尻町外国人教育研究協議会
の実施。町教職員研修での
種々の人権課題に対する研修
会の実施。 

Ｂ 

同和問題やＬＧＢＴ
など継続課題に合わ
せて喫緊の課題認識
を進めることができ
た。 

教職員の入れ替
わりによる蓄積
の難しさ。指導
スキルや考え方
を継承するシス
テムの構築 

教員の若年化に
合わせて必要な
研修を適切に実
施していく。田
人研・田外教で
の研究でも継続
課題だけではな
く、現代的な課
題も取り扱う。 

 

②国際交流の推進：企画人権課・指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

田尻町国際クラブへの補助金
支出 

Ｂ 

これまで国際クラブ
による、各種国際交流
事業・ふれあい交流祭
り・国際支援等が実施
されてきた。 

国際交流活動を
行っている団体
が町内には田尻
町国際クラブし
かなく、その国際
クラブも会員の
確保が困難とな
っている 

継続 

小学 4年生の関空からの出前
授業・見学。中学 2年生の関
空でのインタビュー活動。保
幼小中でのＡＬＴの活用。中
学生への英検受験全額補助。 

Ｂ 
子どもの英語を使っ
たコミュニケーショ
ン能力の向上 

小・中学校にお
ける英語の授業
改善の充実 

英語の授業づく
りを充実させる
ための支援や、
ＡＬＴの効果的
な活用 
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(２) 平和の推進 

：企画人権課・指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
広報たじりでの啓発記事の掲
載やポスター掲示 
平和について考えるパネル展
の開催（8月上旬に公民館ロビ
ーにて） 

Ｂ 
戦争の悲惨さや平和
についての考える機
会を提供できている。 

無関心な方への
啓発・周知 

継続実施 

8/6・8/9 実施の平和登校日・
沖縄修学旅行での当事者聞き
取り学習・沖縄修学旅行報告
会・文化祭での演劇 

Ｂ 

戦争から考える平
和・沖縄基地問題等
を通じた、平和に関
する意識の醸成 

拉致問題やヘイ
トスピーチ等の
課題への取組み 

より広い視野で
平和について考
えることができ
る子どもの育成 
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３．次世代の育成 

(１) 子育て支援体制の充実 

①子育てに関する情報提供・相談の充実：こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

・各年代に応じた教室等の実
施 
・H29 ガイドブック作成。転
入、出生、児童手当現況届時
に窓口にて配布 

Ａ 

子育て世代への支援
センター事業の周知
をおこなった。また
ガイドブックの配布
により子育て世代に
必要な情報がわかり
やすくなった。 

制度改正による
ガイドブックの
更新が必要。ま
た広告などを入
れて製本の無料
化も検討。 

・支援センター
事業の充実 
・ガイドブック
の更新 

 

②子育て交流の促進：こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

子育て支援センター事業をは
じめとする各種事業にて、保
育世帯同士の交流の促進や、
情報提供を推進している。 

Ａ 

各種事業にて親子や
親同士での交流の場
の提供、保育等につ
いての情報提供を行
っている。 

－ 

・保育関連事業
の充実 
・情報伝達手段
の構築 

 

③保育サービスの充実：こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

・ファミリーサポート事業の
実施 
年 1回提供会員・両方会員向
け講習会開催 
・幼保合同保育の実施 
・3～5歳児保育料及び給食費
の無償化 
・無償化に併せ私立幼稚園へ
の就園補助の引き上げ 
・一時預かり事業（一般型・
幼稚園型）の実施 
・子育て短期支援事業の実施 
近隣にある複数の児童養護施
設等と契約 

Ａ 

・ファミリーサポー
トセンター事業及び
子育て短期支援事業
により、多様な理由
で一時的な児童の預
かりを必要とする子
育て世帯のニーズに
対応できるようにな
った。 
・保育料等の無償化
により子育て世代の
経済的な不安を軽減
することで、誰もが
安心して子どもを生
み育てき、子どもが
いきいきと健やかに
育つ環境づくりがで
きた。 
一時預かりについて
は当初見込みを大幅
に上回るニーズがあ
り、できる限りの受
け入れを行った。 
また、一時預かり事
業により育児疲れ等
による保護者の心理
的・身体的負担を軽
減し、安心して子育
てができる環境を整
え、児童の福祉の向

・子育て短期支
援事業につい
て、受入先であ
る児童養護施設
等の空き状況に
より利用が可能
か否か左右され
るため、状況に
よっては利用が
困難になる可能
性がある。 
保育料等の無償
化の影響による
保育所入園希望
者の増加及び全
国的な保育士不
足により、今後
待機児童が発生
する可能性があ
る。 
・一時預かりに
ついては実績に
応じて安全な受
け入れができる
ような保育士等
の配置、体制を
続けていかなけ
ればならない。
またそれに伴う
予算措置を長期

・子育て短期支
援事業における
受入先の児童養
護施設等の拡
大。 
・幼保合同保育
の推進と保育内
容の充実 
・国の保育料無
償化に加え、独
自施策として 3
～5歳児の給食
費の無償化 
・国の無償化に
加え、私立幼稚
園への就園補助
金の上乗せ 
・待機児童の解
消 
・延長保育、一
時預かり事業な
ど、保護者の就
労形態などに応
じた多様な保育
サービスの充実 
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上を図ることができ
た。 

的に考えていか
なければならな
い。 

 

④放課後児童の健全育成：こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

・イベントの実施等キッズル
ーム利用者数増に向けた取り
組みを行う 
・放課後児童健全育成事業
（なかよし学級）における定
員及び受入年齢の拡大と開所
時間の延長 

Ａ 

・キッズルーム利用
者数の増加 H27：
2,081 人 H28：
4,793 人 H29：
6,650 人 
・放課後児童健全育
成事業（なかよし学
級）における定員及
び受入年齢の拡大と
開所時間の延長によ
り子育て支援の充実
を図れた。 

・なかよし学級
の施設の老朽化 

・キッズ・ルー
ムを子どもたち
遊びと学びの場
とするととも
に、子育て中の
保護者の交流の
場とする。 
・放課後児童健
全育成事業を実
施し、子育て支
援の充実を図
る。 

 

⑤子育てに伴う経済的負担の軽減：こども課・学事課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
・こども医療及びひとり親家
庭医療に係る自動償還システ
ムの導入（H30） 
・こども医療費助成事業の対
象者の年齢上限を 18 歳到達年
度末までに拡大 
・私立幼稚園に通園する保護
者の経済的負担を軽減するた
め私立幼稚園就園奨励事業及
び就園補助事業を実施 

Ａ 

・こども医療費及び
ひとり親家庭医療費
の助成について、利
用者の拡大やシステ
ム導入により、必要
な医療を容易に受け
れるよう、子育て支
援の充実を図れた。 

－ 

・こども医療費
及びひとり親家
庭医療費の助成
内容の充実。 

就学援助費の受給資格者に小
学校就学予定者を追加し、新
入学学用品について、就学前
の早期支給を実施した。 

Ａ 
保護者等の経済的負
担の軽減を図った。 

制度及び基準等
について、近隣
市町の動向を踏
まえ、その改正
等迅速な対応が
必要とされる。 

支給額に係る対
象限度額の見直
しを図る。 

 

⑥子どもと親の健康づくり：健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

妊婦教室や親子教室等での食
育や健診での育児・栄養相談
や指導 

Ａ 

健診や教室等を通し
て、正しい知識の提
供や育児・栄養相談
を実施した。 

育児や栄養に関
する不安や問題
に対して個別性
をもった関わり
をおこない、
様々な場面での
情報提供を実施
していく必要が
ある 

今後も継続して
教室や健診等を
通じて相談事業
を実施していく 

 

⑦仕事と家庭生活との両立支援：こども課 
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実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

さまざまな保育サービスは実
施しているが、育児休暇の取
得促進等について事業者への
働きかけはできていない。 

Ｃ － 

町内には事業所
も少なく町独自
での働きかけは
困難である。 

国、府の動向を
踏まえ、仕事と
家庭生活との両
立支援を実施す
る。 

 

⑧子どもの権利擁護：こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

・学期末ごとに関係機関から
の聞き取り及び対策会議を実
施。年 1回有識者を交えた代
表者会議の実施。 

Ａ 
関係機関との情報の
共有及び支援の方向
性の確認ができた。 

専門家の育成及
びケース検討が
少ないため即座
の判断、対応が
困難である。 

専門家の配置及
び研修によるス
キルアップ 

 

⑨ひとり親家庭の生活支援と自立促進：こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

窓口において、児童扶養手当
及びひとり親家庭医療費助成
等に係る制度の啓発や児童家
庭相談への案内を行ってい
る。 

Ａ 

関連する制度や相談
窓口の案内を一体的
に行い、対象者に必
要となる支援情報の
提供を漏れなく行え
た。 

相談先や制度の
存在を知らず、
内に抱え込む対
象者については
把握が困難であ
り、十分な情報
提供が行えな
い。 

HP における支援
制度や窓口案内
の内容を充実
し、対象者が最
初のきっかけと
なる情報を取得
しやすいように
努める。 

 

(２) 子どもたちを健やかに育む環境づくり 

①教育環境の整備：指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

中学 2年生に親学習の実施 
教育相談の実施並びにＳＳＷ
（スクールソーシャルワーカ
ー）・ＳＣ・学校・教委との
連携の強化 

Ｂ 

児童生徒対応を中心
に、諸機関が連携し
てサポートを進めら
れる体制整備が進ん
だ。 

それぞれの意識
の醸成や役割分
担、何より当該
者であるという
気持ちを高める
必要がある 

地域に開かれた
学校、おらが学
校としての意義
を大切にし、町
全体で子育てを
進められるよう
連携強化を進め
る。 

 

②青少年活動の支援：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
ｔｒｙあんぐる活動（ウォー
クラリー開催、ハートフルコ
ンサート開催等）、ワイワイ
フェスタ開催、 

Ｂ 
地域の結びつきが深
まっている。 

後継者の確保。
ニーズの多様
性。 

内容精選した上
での取組み。 

成人式開催 Ｂ 
青少年の行事への積
極的な参画の機会を
設け、運営できた。 

青少年の参画者
の拡大、内容の
検討。 

内容精選した上
での取組み。 

 

③子どもの安全の確保：都市政策課・学事課・生活環境課 
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実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
街路灯、舗装等の整備、維持
管理を行い、安全、安心に通
行できる道路整備に努めてい
る。 

Ｂ 

通学路等の交差点表
示、グリーンベルト
化吉見ノ里駅踏切の
拡幅（和歌山側） 

－ 

吉見ノ里駅踏切
の拡幅（和歌山
側）に向けた調
整等 

見まもりデーについて、毎学期
の始業式及び終業式において
実施した。また、見まもり活動
においては、その活動地点を町
内 4 地点から 5 地点に増設し
た。 

Ｂ 見まもり活動地点の
増設により、児童を安
全かつ安心に見まも
ることに努めること
ができた。 

町広報媒体等を
通じて、広く住民
参加を促す。 

見まもりデーの
実施強化により、
安心で安全に児
童を守る住民意
識の向上を図る。 

各種団体と連携し、青色防犯パ
トロールを実施。 
また、夏季や年末は重点期間と
して、青パトだけでなく自転車
によるパトロールも実施。 

Ｂ 

平均して 
通常月 ３回/月 
重点期間は３日に２
日のペースでのパト
ロール活動 

通常月のパトロ
ールが少ない 

パトロールの強
化 
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４．学校教育 

(１)「生きる力」 を育む保・幼・小・中一貫教育の推進 

①保·幼·小·中一貫教育の実践：指導課・こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

小中一貫教育部会は 7つの部
会（学力・体力・進路・授業
づくり・ＩＣＴ・道徳等）で
事業を展開。何より小中の職
員間の連携を重要視。 

Ｂ 

各部会での授業交流
や情報共有を行うこ
とで連携教育を推進
できつつある。 

職員の異動や発
達段階の差によ
って求めるもの
に差が出ること
からより一層の
摺り合わせが必
要。 

保幼も含めた一
貫教育の実現の
ため、ICT 環境
を活用した 15年
間に渡る情報共
有を推進する。 

キャリア教育のカリキュラム
や道徳教育・人権教育の推
進。 

Ｂ 
道徳教育は小中合同
研修の実施 

教育課題が山積
する中、どの項
目を連携で行う
かの精選 

教員の働き方改
革も視野に入
れ、重点化を図
る 

＜②魅力あふれる幼稚園づく
りと同内容＞ 

－ ＜同＞ ＜同＞ ＜同＞ 

 

②魅力あふれる幼稚園づくり：こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

・幼児期の特性を踏まえた環
境を通して行う教育の充実
（本物に出会う経験）。 
・平成 30年度より 3歳児幼保
混合クラスの開始。 

Ａ 

・園内公開保育など
で発信し、知っても
らい評価に繋げるこ
とができた。 
・3歳児より 3年間
を見通して幼保の機
能をより高めながら
幼保一元化教育の充
実を図ることができ
た。 

・乳児保育と家
庭保育の違いな
ど、乳児期の育
ち（発達）の差 

幼児教育の充実
を図ることで、
子どもたちの心
情、意欲、態度
を育てていく。 

・農業委員、民生委員及び自
主団体（はっぴぃぶっく、手
品クラブ）との交流 
・園内栽培による収穫物を給
食食材として使用 

Ａ 

地域との交流及び地
元食材（米）を活用
した食育を行うこと
で教育の充実を図る
ことができた。 

団体との日程調
整等 

地域と連携し開
かれた幼稚園づ
くりを促進す
る。 

 

③学校経営·教育指導体制の充実：指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

教職員夏季研修等による人権
研修の実施。小中学校への指
導主事の派遣。 

Ｂ 
同和問題をはじめ、
種々の人権課題に対
する意識の向上 

継続課題と、現
代の課題との両
方に対応できる
教員の育成 

研修会の充実 

 

④心の教育の推進：指導課・企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

道徳教育充実のため、研修
会・公開授業の実施。 

Ｂ 

小学校道徳の日の地
域公開により、周知
することができてき
ている。 

道徳の教科化が
行われ、今後ま
すますの研究が
必要 

充実 
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教職員夏季研修等による人権
研修の実施。小中学校への指
導主事の派遣。 

Ｂ 
同和問題をはじめ、
種々の人権課題に対
する意識の向上 

継続課題と現代
の課題との両方
に対応できる教
員の育成 

研修会の充実 

人権擁護委員による人権教室 
Ｈ27田尻町立小学校 対象：
小学校 3年・5年 内容： 
Ｈ28・Ｈ29 田尻町立幼稚園・
保育所 対象：5歳児 内容：
人権紙芝居「ぐらぐらもりの
おばけ」 

Ｂ 

人権教室を通して、
子どもたちに人権擁
護委員の存在や活動
を周知する機会や、
人権を考える機会の
提供をすることが出
来ている。 

人権擁護委員の
仕事内容や相談
に繋げられるよ
うに周知する。 

継続実施 

 

⑤自ら学ぶ力の育成：指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
学生ボランティアを活用した
放課後学習及び授業での個別
支援。ＪＦＡ（日本サッカー
協会）からトップアスリート
を招聘し、小学 5年生を対象
に「夢の教室」を実施 

Ｂ 

学力低位層の底上げ
目標を持つこと・仲
間と協力することの
大切さを肌で感じる
ことができた。 

学力に対する教
員の意識改革。
上位層の引き上
げも視野に入れ
た授業改善。 

学力のみなら
ず、心の涵養も
含めて事業の充
実を図る 

 

⑥地域ぐるみ教育の推進：指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

社会科・総合的な学習の時間
を活用した取り組みの実施。 

Ｂ 

地域の物的リソース
（役場・ふれ愛・公
民館・商店等）の学
習は一定定着してき
た。 

人的リソースに
ついては、これ
までの取り組み
を継続するだけ
ではなく新規開
拓が必要。 

地域に開かれた
学校の在り方を
見直し、ゲスト
ティーチャーな
ど、当事者との
出会いにより感
じる・考える機
会を設けていけ
るよう支援する 

 

⑦国際理解教育の推進：指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

小学校での交流活動・担任、
ＡＬＴとの外国語学習。 

Ｂ 

学級担任が外国語の
授業を行うことの意
識付けが一定できて
きた 

指導スキル向上
の必要性・研修
の充実 

国・府の動向を
的確に捉え、外
国語専門教員等
の加配があれ
ば、積極的に活
用し、外国語教
育の充実を図る 

 

⑧情報教育の推進：指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

ＩＣＴ環境を活用した授業づ
くり、校務の効率化 

Ｂ 
ＩＣＴを活用した視
覚支援のある授業が
通常になってきた 

利用していく中
で、改善の余地
が見つかってき
ている。学校と
教委の連携でよ

機器の増加、活
用の一層の促
進、プログラミ
ング教育の実施 
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り良い環境構築
が必要 

 

⑨環境・防災教育の推進：指導課・生活環境課・危機管理課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

牛乳パックのリサイクル、田
尻川クリーン作戦への参加 

Ｂ 

牛乳パック回収の定
着、小学５年生の総
合的な学習の時間で
の環境調べ 

児童生徒の地域
行事への参加促
進 

教科横断的な学
習の中で、子ど
もが将来の地球
を守ろうという
意識を醸成する
ために現状の理
解と、改善の手
立てを学び、実
践に移すことが
できるよう指導 

直接的な事業展開はないが、
必要に応じて助言等の事業サ
ポートを行える体制を整えて
いる 

Ｂ 直接的なものはなし 特になし 
今後も継続して
業務を行う 

避難訓練（火災・自然災害） Ｂ 
津波想定の訓練と、
駅上広場への避難の
実施 

より実践的な訓
練の実施 

主体的に考え、
行動できる子ど
もの育成と合わ
せて、基本的な
集団行動につい
ての徹底を図る 

小学校新一年生対象に、学校
の避難訓練や防災学習時に、
防災セット（非常用持出袋他 5
点）を配布し啓発している。 

Ａ 
災害時の避難や持出
袋の必要性を理解で
きている。 

－ － 

 

⑩健康教育の推進：指導課・健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

縄跳び週間・生活の記録週
間・各教科での食育・体育の
実技カードの作成 

Ｂ 

児童の家庭生活改善
に保護者と共に取り
組むことができるよ
うになった。 

児童生徒が自分
の成長を感じ取
れるよう視える
化を図る 

can do リスト
のように何がで
きるようになっ
たか、次の目標
は何かを自覚で
きるようする 

＜1.健康づくり(1) 生涯にわ
たる元気づくり④食育の推進
と同内容＞  

－ ＜同＞ ＜同＞ ＜同＞ 

 

⑪特別支援教育の推進：指導課・学事課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

就学支援相談、発達検査の実
施と活用、支援教育の充実 

Ｂ 
支援学級・通級指導
教室の充実 

個別の教育支援
計画・指導計画
の改善・活用 

インクルーシブ
教育システムの
実現に向けた教
員の育成 

校外学習、職場実習交通費及
び交流学習交通費の支給を追
加する等就学奨励費目の拡充
を行った。 

Ａ 
保護者等の経済的負
担の軽減を図った。 

就学奨励費にお
ける対象限度額
の引き上げを図
る。 

国で定める奨励
費の支給額に係
る対象限度額の
見直しを図る。 
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⑫心の問題への対応：指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

ＳＣ・ＳＳＷの配置・活用 Ｂ 
学校・教委と協働で
課題解決に向けての
取り組みが定着 

ＳＣ・ＳＳＷに
頼るだけではな
く、その知識・
経験を教員にど
う蓄積していく
か 

各種専門家と学
校の連携によ
り、児童生徒の
教育環境の充実
を図る 

種々の生徒指導課題に対する
研修会の実施 

Ｂ 
教員 1人ひとりの指
導力の向上 

組織対応の徹底 

学校長のリーダ
ーシップのも
と、教委と連携
した改題解決へ
のシステムの構
築 

 

(２) 教育環境の充実  

①施設・設備の充実：学事課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

小・中学校における非構造部
材等の耐震化を行うことがで
きた。また、空調設備の老朽
化対策についても、更新計画
の策定及び更新工事を行うこ
とができた。 

Ａ 

左記の内容・実績の
とおり、小・中学校
施設において、非構
造部材等の耐震改修
を行うことができ
た。また、空調設備
についても、平成 29
年度より計画的な更
新を進めることがで
きた。 

施設の管理計画
を検討していく
必要がある。 

建替え等も踏ま
えた学校施設の
管理計画を検討
する必要があ
る。 

 

②学校給食の充実：学事課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
学校給食調理等業務の委託内
容の更新等を行いながら安全
安心な給食の提供と将来にわ
たり安定した給食の管理運営
を行うことができた。また、
学校給食を通じた食育の推進
や地場産品の活用を図ること
ができた。 

Ａ 

左記の実施内容・実
績のほか、学校給食
費の一部を町が負担
し、また、給食献立
の品数を４品から５
品に増やすなど、給
食のより一層の充実
を図ることができ
た。 

学校給食場内厨
房機器を含めた
施設の更新を検
討していく必要
がある。 

現計画の方向性
を維持しつつ、
学校給食の一層
の充実を図って
いく。 

 

③安全対策の推進：指導課・生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

ＳＧＬ（スクールガードリー
ダー）の活用 

Ｂ 
交通・防犯の両面か
らのアプローチの実
施 

継続実施にかか
る後継者の育成 

ＳＧＬだけでは
なく、地域ぐる
みで子どもたち
の安全を守る意
識の醸成 

各種団体と連携し、青色防犯
パトロールを実施。 

Ｂ 
平均して 
通常月 ３回/月 

通常月のパトロ
ールが少ない 

パトロールの強
化 
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また、夏季や年末は重点期間
として、青パトだけでなく自
転車によるパトロールも実
施。 

重点期間は３日に２
日のペースでのパト
ロール活動 

 

③安全対策の推進：学事課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

学校施設内において、防犯カ
メラを小学校に３基、中学校
に４基の設置を行った。 

Ａ 
防犯カメラの設置に
より、犯罪の抑止力
につながった。 

定期的な点検に
より、適切な維
持管理及び更新
を図る。 

防犯対策の充実
により、学校施
設内の安全強化
を図る。 

 

(３) 地域に開かれた学校・幼稚園づくり  

①地域と連携した教育の推進：指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

学校支援コーディネーターの
活用、職業体験 

Ｂ 

子ども 110 番の旗の
家の更新・旗交換、
町内各種施設での職
業体験の実施 

（中 2）職業体
験受け入れ先の
拡大、学校支援
コーディネータ
ーを活用した地
域連携 

学校運営協議会
の設置、地域の
人的リソースの
発掘と活用 

 

② ＰＴＡ活動の活性化：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

親学習会開催、教育講演会開
催 

Ｂ 
参加者の家庭教育へ
の支援に取り組め
た。 

参加者の拡大、
内容の検討。 

内容精選した上
での取組み。 

 

③家庭や地域の教育力の向上：社会教育課・指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

親学習会、三世代交流促進講
座開催 

Ｂ 

学校との連携による
家庭教育支援の取り
組みの促進及び地域
での三世代交流の促
進が図れた。 

参加者の拡大、
内容の検討。 

内容精選した上
での取組み。 

中学 2年生に親学習の実施 Ｂ 
親学習リーダーによ
る取り組みが定着 

家庭による教育
力の格差をどう
埋めるか 

社会教育と連携
した取り組みの
周知・拡大に努
める 
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５．生涯学習  

(１) 生涯学習の推進  

①生涯学習推進体制づくり：社会教育課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

田尻町生涯学習推進計画策定
済み 

Ｂ 
生涯学習推進の意義
や課題、行動方針を
明らかにした。 

社会の変化に対
応する必要性。 

内容を精査した
うえで次期に反
映。 

家庭教育、学校教育、生涯学
習の各分野ごとの教育施策
と、健康福祉、産業振興、ま
ちづくりなど各分野の取り組
みを生涯学習の対象として結
びつけるメニューの構築。 

Ｂ 

家庭教育、学校教
育、生涯学習の各分
野ごとの教育施策
と、健康福祉、産業
振興、まちづくりな
ど各分野の取り組み
を生涯学習の対象と
して結びつける出前
講座を整備。 

需要がなく、Ｐ
Ｒ不足。土日の
開催も必要。 

メニューの再構
築、各題材の再
検討。 

 

②生涯学習関連情報の発信·共有：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

ＨＰ、Facebook などＳＮＳを
活用した情報発信を実施。 

Ｂ 
ＨＰ、Facebook など
ＳＮＳを活用した情
報発信を実施した。 

ＨＰ、Facebook
自体の閲覧が少
ない 

どのような情報
発信が有効かを
検討して取組
む。 

 

③相談機能の充実：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
講座実施時にアンケートを行
い学習ニーズの把握に努めて
いる。 

Ｂ 
利用者ニーズに基づ
いた講座の実施が行
えた。 

より幅広い学習
ニーズの把握 

内容精選した上
での取組み。 

 

④講座·教室·講演等の充実：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

親子ピザ作り、キッズ向け英
会話、メンズクッキング講座
等の実施 

Ｂ 

親子・児童・男性向
けの料理・語学講座
など多彩な講座を展
開できた。 

より多彩な年齢
層による参加者
の拡大、内容の
検討。 

内容精選した上
での取組み。 

公民館まつり共催、三世代交
流促進講座（郷土料理講
座）、しめ縄作り講座等の実
施 

Ｂ 

芸術文化促進、世代
間の交流に資する伝
統文化の継承等の充
実した事業を展開で
きた 

より多彩な年齢
層による参加者
の拡大、内容の
検討。 

内容精選した上
での取組み。 

 

⑤まちづくりとの連携強化：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

防災の取り組みについての出
前講座実施（H29 ) 

Ｂ 

地域における防災の
取り組み意識向上に
努めることができ
た。 

学習メニューの
充実及び町内各
種団体への参加
の呼びかけ・周

内容精選した上
での取組み。 
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知も行うよう努
める。 

 

⑥人材の発掘·育成：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

親学習リーダーの登録及び研
修、近隣公民館との講師に関
する情報交換など 

Ｂ 

近隣公民館との情報
共有などを図り、人
材を発掘することが
できた。 

人材の発掘・育
成の仕組み作り
の構築 

内容精選した上
での取組み。 

 

⑦主体的取り組みの促進：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

語学講座開催後の受講生によ
る語学サークルを自主運営し
活動している。 

Ｂ 

講座受講生による自
主的なサークル運営
による学習意欲の向
上・交流が図れた。 

より多彩な年齢
層による利用者
の拡大、内容の
検討。 

内容精選した上
での取組み。 

公民館まつり、文化協会展
示・発表会など各種団体主催
の催しを公民館で実施 

Ｂ 
各種団体の学習成果
を発表する機会の充
実が図れた。 

より多彩な年齢
層による利用者
の拡大、内容の
検討。 

公共施設の積極
的な有効活用と
これらの間の連
携の促進。 

 

⑧生涯学習施設の整備·充実：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

だれもが利用しやすい施設と
なるよう、利便性の向上に努
めた。 

Ｂ 

学習活動の場として
有効に活用されるよ
う、適切な維持 管理
と設備の充実が図れ
た。 

より多彩な年齢
層による利用者
の拡大、内容の
検討。 

公共施設の積極
的な有効活用と
これらの間の連
携の促進。 

 

⑨図書サービスの充実：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
府立協力貸出による図書館間
サービスの利用、学校図書司
書との情報交換による図書購
入など 

Ｂ 
住民が利用しやすい
図書室の運営に寄与
した。 

より多彩な年齢
層による利用者
の拡大、内容の
検討。 

公共施設の積極
的な有効活用と
これらの間の連
携の促進。 

田尻エンゼル、国際交流セン
ターとの連携によるおはなし
会の開催など 

Ｂ 

あらゆる世代の住民
が親しみを持てるよ
うな図書室の運営に
寄与した。 

より多彩な年齢
層による利用者
の拡大、内容の
検討。 

公共施設の積極
的な有効活用と
これらの間の連
携の促進。 

 

（２）スポーツ・レクリエーション 

①生涯スポーツ活動の推進：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
生涯スポーツを推進するた
め、下記の事業を行ってい
る。・スポーツ推進委員活動

Ｂ 
身近に楽しめる生涯
スポーツの普及を図
った。 

ニーズの多様
性。 

内容精選した上
での取組み。 



23 

 

事業、スポーツ教室（ニュー
スポーツ等） 
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②団体・サークル活動の育成·活性化：社会教育課：指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

社会体育団体の育成、活動促
進等 

Ｂ 
活動支援を行い、団
体と協力して社会体
育の促進を図った。 

活動する人材の
高齢化や減少。 

ニーズに応じた
柔軟な対応。 

中学生野球活動奨励事業を H25
～H29 においてクラブ同好会的
措置で放課後等におけるスポ
ーツ振興の支援を実施。 

Ｂ 

中学校公式試合への
出場をはじめ、スポ
ーツへの参画を促す
ことができた。 

中学生の多様な
スポーツ振興を
図るうえで各種
目の必要人数の
確保が困難。 

学校内だけの取
組から地域と関
わる事業手法を
検討する。 

 

③指導者の育成·確保：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
泉南地区研修会、府研修会、
近畿研修会、全国研修会  

Ｂ 
資質の向上、相互交
流に努めた。 

指導後継者の育
成。 

人材の発掘。 

 

④体育施設の充実と有効活用：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
多目的グラウンド及び町営プ
ールの管理運営の効率化と柔
軟性のあるスポーツ施策展開
を図るために指定管理者によ
る管理運営を平成 19 年度より
行った。（町営プールは第 2
期（H24）より） 

Ｂ 

スポーツ活動の拠点
として、各種団体の
活動及びスポーツ教
室等の運営実施を図
った。 

施設の機能維持、
充実。 

施設の計画的改
修と安全な施設
利用 

 

⑤健康レクリエーションの環境づくり：社会教育課・都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
生涯スポーツを推進するた
め、下記の事業を行ってい
る。・スポーツ推進委員活動
事業、・生涯スポーツ事業
（健康ハイキング） 

Ｂ 

レクリエーション連
盟と指導員が協力し
て主体的に活動推進
を図った。 

幅広い世代間の
参加。 

周知案内の工
夫。 

既存広場への健康遊具の設置
及びりんくうポート北広場整
備においては、健康で楽しむ
ウォーキングコースとして活
用を図るためウォーキングル
ート案内板や地域の観光情報
などを明示した案内板を設置
するよう基本計画し、平成 31
年度に整備を行う。 

－ 
交流広場への健康遊
具の設置 

－ － 
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６．歴史・文化  

（１）文化財の保存と継承  

①啓発活動の推進：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
町史編纂に係る資料の収集・
整理・保存を継続し、広報誌
を通じて成果の普及を図って
いる。 

Ｂ 

本町の歴史に係る史
料が継続して収集さ
れ、保存されてい
る。 

家屋の建替え、
世代の交代な
ど、史料継承の
危機がある。 

史料発掘を継
続。 

広報紙を通じての地域の伝
統、祭りなどの情報発信。 

Ｂ 
広報紙を通じての地
域の伝統、祭りなど
の情報発信。 

観光部局との連
携 

観光行政との連
携を検討。 

 

②保存·継承活動の促進：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

地域が主体となって取り組ま
れている。 

Ｂ 
地域が主体となり参
加促進が図られた。 

継続できなくな
った場合に行政
のチカラが必要 

観光行政との連
携を検討。 

 

③文化財の保存と公開：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
指定文化財である田尻歴史館
の保全と来館者の安全確保を
図るため、耐震補強等に着手
した。 

Ｂ 
耐震診断及び耐震補
強等保存修理工事実
施設計を実施。 

今後の有効活
用。 

次期修理工事計
画を盛込む。 

 

（２）文化・芸術活動  

①文化·芸術に触れる機会の充実：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
公民館祭り・ハートフルコン
サート・文化協会発表会など
地域が主体となって取り組ま
れている。 

Ｂ 
文化発表の場として
定着。 

各行事の重複感
がある。 

内容を精査した
うえで次期に反
映。 

公民館では公民館祭り・ハー
トフルコンサート・文化協会
発表会など地域が主体となっ
て取り組まれている。 

Ｂ 
効率的に利用されて
いるものの重複感が
ある。 

各施設でのすみ
分けが必要。 

内容を精査した
うえで次期に反
映。 

 

②文化活動への支援の強化：社会教育課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

公民館では公民館祭り・ハー
トフルコンサート・文化協会
発表会など地域が主体となっ
て取り組まれている。 

Ｂ 
効率的に利用されて
いる 

指導者の育成・
確保、活動団体
相互の交流の場
が不足してい
る。 

指導者の育成・
確保、活動団体
相互の交流の
場、発表の場の
提供などに努め
る。 
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Ⅱ－２ 健やかで、安心して 暮らせるまち 田尻 

１． 健康づくり  

(１) 生涯にわたる元気づくり  

①推進体制の強化：健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

健康たじり保健計画（健康増
進事業計画、母子保健計画、
食育推進計画）の策定、デー
タヘルス計画の策定 

Ａ 

○住民と共同で町の
健康課題に基づいた
健康づくりを推進し
た。○住民課と連携
し、医療費分析等を
行い、そのデータに
基づく計画を立案し
た。 

○多様化する保
健事業を受け、
どのように保健
事業を展開して
いけば、効率的
に事業展開がで
きるのか検討す
る必要がある。 

○健康たじり保
健計画について
は、H31 に中間
評価実施、課題
を明確にし計画
後期に生かして
いく。           
○データヘルス
計画について
は、住民課と連
携し、計画に基
づいた保健事業
を展開する。 

 

②健康診査・保健指導等の充実：健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

健康増進事業（健康手帳の交
付、健康教育、健康相談、健
康診査等） 

Ａ 

○健康増進事業と栄
養改善事業と共同
で、生活習慣病予防
に向けた健診や健康
教育を実施。 
○健康診査につい
て、住民の利便性を
考慮し H29 より集団
健診を委託し、1日
で特定健診及びがん
検診を受診できる体
制を確保した。 

○検診受診率が
低迷しているの
で、今後、どの
ように新規受診
者を増加させて
いくか、継続受
診者を確保する
かが課題であ
る。 

○今後も、健康
増進事業と栄養
改善事業と合わ
せて保健事業を
展開し、自らの
健康の維持増進
に向けた意識啓
発を始め、住民
主体の健康づく
り活動をサポー
トする。 

 

③母子保健の充実：健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
〇妊婦訪問、新生児訪問、２
ヶ月児訪問等の訪問事業 
〇乳幼児健診の実施 
〇妊婦健診、産婦健診、乳児
一般健診、後期健診、新生児
聴覚検査 
〇妊娠・出産包括支援事業と
して切れ目ない支援の実施 
産後ケア事業、産後ケア訪
問、産後交流会 
〇親子教室、妊婦教室、多胎
児教室等の教室開催 
〇心理相談、療育相談、育児
相談等の相談事業 
〇総合的不妊不育治療助成事

Ａ 

〇産前・産後から子
育て期まで切れ目な
い支援の実施をおこ
ない、必要に応じた
支援事業につない
だ。 
〇健診事業を継続し
ておこなうことによ
り、異常の早期発
見・早期対応を実施
した 

〇新規事業の評
価をおこない、
本来必要な人に
必要な支援につ
なげていく 
〇妊婦教室参加
者が少なく、妊
娠期からの支援
を充実させてい
く必要がある。 

〇各事業の実
施・評価を継続
しておこない、
安心して子育て
できる環境づく
りに努めてい
く。 
〇関係機関との
連携をおこな
い、切れ目ない
支援を実施す
る。また、異常
の早期発見や早
期支援につなげ
ていく。 
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業 
（下線は新規） 

 

④食育の推進：健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

○H27、28、29 食生活改善推進
協議会と共に、子どもから高
齢者への食育普及啓発事業を
実施。 
（食生活改善推進協議会活動
のための勉強会、地域での食
育推進活動への支援、助言） 
＊食生活改善推進協議会は H29
年度末に解散したため、H30 年
度は 食育推進ボランティアの
立ち上げ） 

Ｂ 

食生活改善状況の数
値的な把握はできて
いないが、健康課と
い生活習慣・食習慣
の啓発と高血圧予防
に取り組み、各種保
健事業(妊娠期～成
人）において減塩や
望ましい生活習慣の
普及啓発を継続的に
できた。 

食生活改善推進
協議会が平成 29
年度末に解散し
た。今後、地域
で住民が主体的
に食育を継続し
て推進していく
ための活動支
援。 

食育推進ボラン
ティアと共に、
子どもから高齢
者までのライフ
ステージに応じ
た食育を推進。 
（望ましい生活
習慣及び食習慣
の定着、地元の
食材のを使った
健康的な食事の
啓発、健康課題
(高血圧)の改善
につながる食生
活等の普及啓
発） 

 

⑤感染症対策の推進：健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

定期予防接種事業、任意予防
接種事業、新型インフルエン
ザ等新たな感染症に対する対
策等 

Ａ 

○医師会や３市３町
と連携し、予防接種
を３市３町のかかり
つけ医で接種できる
ような体制を整え
た。 
○「新型インフルエ
ンザ行動計画」を策
定した。 

○新型インフル
エンザ行動計画
が策定された
が、実際に感染
が行った場合、
医療・保健の分
野だけで対応で
きないことが予
測されるため、
危機管理をはじ
めとする他課と
の連携をが必要
となる。 
○どのような形
で発生するか予
測できないた
め、柔軟な対応
をできる体制を
確保する必要が
ある。 

○３市３町での
予防接種が、円
滑に実施できる
ように、医師会
や近隣市町村と
連携し、協議し
ていく必要があ
る。     
○国の動向等を
把握し、的接種
及び任意接種共
に啓発を幅広く
実施し、疾病の
発生予防に努め
る。          
○町として、緊
急時に備え日頃
から他課との連
携を行う。 

 

⑥心の健康づくりの推進：健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

健康たじり保健計画における
心の健康づくりの推進 

Ａ 

○啓発事業、相談支
援体制に充実に取り
組んできた。 
○啓発事業として
は、一人一人が心の
健康づくりを意識す

○町の心の健康
づくりの特徴等
の傾向が見えに
くい。 

○H30 に策定す
る「自殺予防計
画」を企画人権
をはじめとし
た、他課と連携
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ることが自殺対策に
つながることを啓発
した。 

しながら推進す
る。 
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⑦生涯にわたる元気づくり活動の促進：健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

循環器疾患予防プロジェクト
の実施、多世代交流イベント
の開催等 

Ａ 

○循環器疾患予防プ
ロジェクトを実施。
町の健康課題の原因
を追究。 
○健康づくりに無関
心な方への啓発とし
て、たじりっち体操
の作成・普及啓発を
実施、たじり健康フ
ェスタの開催。 

○健康に対する
無関心層への保
健事業の展開を
考える。 

○町の健康課題
の原因に応じた
保健事業を展開
し 4、町民が関
心が持てる事業
を展開し、住民
一人一人が健康
で生きがいを持
ち、安心して生
活できる街づく
りを目指す。 

 

(２) 地域医療  

①初期医療（プライマリ・ケア）の充実 健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

医師会や３市３町との連携 Ａ 

医師会等の地域医療
機関の充実により、
地域住民が安心して
医療受診できるよう
に医師会等連携を実
施。 

町内に小児科の
医療機関がな
い。また、近隣
の市町村にもか
かりつけ医の小
児科が少ない。 

引き続き、地域
医療の充実を図
る。 

 

②患者本位の医療の確立：健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
医療ニーズの高度化・多様化
に対応するため、地域の医療
機関との連携 

Ａ 
安心して医療を受け
られるような体制を
整備。 

－ 
引き続き、地域
医療の充実を図
る。 

 

③医療体制の充実：健康課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
構成市町等における分担金等
の負担 

Ａ 
予定どおり実施でき
た 

特になし 
継続的に取り組
む 

構成市町における分担金等の
負担 

Ａ 
予定どおり実施でき
た 

特になし 
継続的に取り組
む 

 

④保健·医療の連携強化：健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
3 市 3町における分担金等の負
担 

Ａ 
予定どおり実施でき
た 

特になし 
継続的に取り組
む 
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２． 地域・社会の支えあい  

(１) 地域コミュニティ  

①住民相互の交流の促進：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
各種団体の行事等の広報への
掲載 
地区連合会活動報償金の支出 
公民館まつりの開催 
たじり健康フェスタの開催 
還暦のつどいの開催 

Ｂ 
各種行事への町民の
参加 

各種団体の高齢
化 
地区会加入率の
低下 

継続 

 

②コミュニティ意識の醸成：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

各種団体の行事等の広報への
掲載 
地区連合会活動報償金の支出 

Ｂ 地区会への新規加入 

各種団体の高齢
化 
地区会加入率の
低下 

継続 

 

③コミュニティ活動の促進・支援：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

各種団体の行事等の広報への
掲載 
地区連合会活動報償金の支出 

Ｂ 
各種団体による各種
事業の実施 

各種団体の高齢
化 
地区会加入率の
低下 

継続 

 

④共通の場の形成：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

現状できていない Ｃ － － 継続 

 

⑤コミュニティ活動を支える人材育成と活動拠点の充実：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
集会所管理業務委託（田尻町
社会福祉協議会） 
集会所使用実績 
H27 嘉祥寺 200 日、吉見 124
日 
H28 嘉祥寺 189 日、吉見 128
日 
H29 嘉祥寺 191 日、吉見 160
日 
ふれ愛センター一般開放（土
日） 

Ｂ 
集会所、ふれ愛セン
ターの利用が一定数
ある 

コミュニティ活
動に率先して取
り組むリーダー
の発掘・育成 

継続 

 

(２) 地域福祉  

①人と人とのつながりづくり：福祉課  
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実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
ふれ愛センターを土曜日、日
曜日開放し、フリースペース
で集える場所を提供 

Ａ 
フリースペースに土
日平均 35名の利用あ
り 

フリースペース
の拡充 

－ 

民生委員、地区福祉委員の協
力により災害時要支援者避難
行動の個別計画を作成、災害
時に住民同士が要支援者の見
守りを行う。 

Ｂ 
計画策定に同意を得
た要支援者 78名 
個別計画作成 53 名 

要支援者の基準
に該当しない支
援の必要な方へ
の対応。 

－ 

 

②福祉活動の推進と担い手づくり：福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
・ボランティア活動の支援や
コミュニティサロン「チョボ
ラッタ」の運営 
・介護支援サポーターの養成
講座の実施。社会福祉協議
会、地域包括支援センター等
の活動のサポート 

Ａ 

・ボランティア連絡
会への活動助成 
・サポーター登録数 
平成 27 年度 21 名 
平成 28 年度 25 名 
平成 29 年度 33 名 

・活動の場が少
ない。 
・新規サポータ
ーの発掘 

・活動の場の拡
充 
・サポーター制
度の周知 

 

③各種サービス・相談支援を受けやすい仕組みづくり：福祉課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

複数の課題を抱える対応困難
な事案等について必要な支援
ができるようＣＳＷを配置 

Ａ 

相談件数 
月 20件～30 件 
相談内容により各関
係機関と連携してい
る。 

地域共生社会に
向け、高齢、障
害における相談
窓口の一元化の
実施 

地域包括支援セ
ンターに障害者
総合相談事業を
追加 

複数の課題を抱える対応困難
な事案等について必要な支援
ができるようＣＳＷを配置 

Ａ 

相談件数月 20件～30
件相談内容により各
関係機関と連携して
いる。 

サービスを必要
とする方の掘り
起しをどうする
か。 

－ 

民生児童委員やハートホット
等と連携している。 

Ａ 

民生児童委員やハー
トホットと定期的に
情報交換を行ってい
る。 

－ － 

 

(３) 社会保障  

①低所得者への適切な対応：福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

生活に困っている方の相談を
受け、実施機関である岸和田
子ども家庭センターや大阪府
社会福祉協議会などと連携し
ている。 

Ａ 

岸和田子ども家庭セ
ンターや大阪府社会
福祉協議会などと遅
滞なく連携できてい
る 

生活に困ってい
る方の実態把握
が困難である。 

引き続き生活保
護等の制度の適
正な運用に努
め、岸和田子ど
も家庭センター
や大阪府社会福
祉協議会などと
連携を密にす
る。 

 

②国民健康保険事業の健全化：住民課・健康課 
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実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
＜国民健康保険料＞ 
・督促状等発送、電話勧奨、 
 自宅訪問 
Ｈ29収納率   
 現年 94.49％  
 滞納繰越分 20.65% 

－ 
昨年同期と比較し、
収納率は向上してい
る。 

滞納繰越対象者
への催告回数が
少ない。 

左記、課題の改
善に加え自宅訪
問を増加し、収
納率向上に取り
組む。 

＜1. 健康づくり (1) 生涯に
わたる元気づくり①推進体制
の強化のデータヘルス計画と
同内容＞ 

－ ＜同＞ ＜同＞ ＜同＞ 

 

③後期高齢者医療制度の適正な運営：福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
大阪府後期高齢者医療広域連
合と連携している。 

Ａ 
関係機関とも適切に
連携している。 

－ － 

 

④国民年金制度の啓発：住民課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
毎月の年金に関する情報の広
報たじりへの掲載。 

Ｂ 
適切な対応に努め
た。 

特になし。 現状維持。 
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３．高齢社会・障害福祉  

(１) 高齢社会への対応  

①健康づくりと介護予防の推進：福祉課・健康課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

筋トレ教室や、町内での体操
教室の実施 

Ａ 

各教室への参加 
11 人/回 
町内体操 27 人/回 
参加者で支援が必要
な方を早期に発見し
対応している。 

町内で体操を実
施できる場所が
ない。 

－ 

介護予防は福祉課に移った － 
介護予防は福祉課に
移った 

介護予防は福祉
課に移った 

－ 

 

②生きがいづくりと社会参加の支援：福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
老人福祉センターで講座の実
施や自主サークル活動の支
援、福祉風呂の実施。 
金婚式の実施 
長寿祝金の支給 
三世代お祝い事業の実施 

Ａ 

Ｈ29 年度 
講座、自主サークル
参加者数 58 人/月 
福祉風呂 93 人/日 
三世代 11 件  

－ － 

シルバー人材センターの実施 Ａ 
会員数 74名 
受注件数 345 件/年 

・シルバー人材
の登録者の高齢
化 
・人材の発掘 

－ 

 

③介護保険サービスの円滑な提供：福祉課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

自立支援型のケアプラン作成
研修の実施 
地域ケア会議の開催 

Ａ 

ケアマネ向け研修 
年 1回 
地域ケア会議 2ヶ月
に 1回 

－ － 

（介護保険利用負担対策） 
低所得者が介護サービスを利
用できるように社会福祉法人
が法人減免した際に事業所を
補助。 

Ａ 

・介護保険利用負担
対策事業 0 件 
・介護ロボット導入
件数 平成 28年度 
1 件 

・介護保険利用
負担対策事業が
対象となる人が
いない。 
・介護ロボット
導入助成事業は
府の事業に変更 

制度の周知 

 

④在宅生活の支援：福祉課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
今年から多職種連携会議「た
じりっちねっと」を立ち上げ
連携を図っている。 

Ａ 
多職種連携会議を年
4回実施 

－ － 

（家族介護用品）在宅で生活
する要介護 3以上の非課税世
帯に介護用品支給券を配布 

Ａ 

家族介護用品申請件
数：平成 27 年度 9
人、平成 28 年度 13
人、平成 29 年度 13
人 

年度途中で対象
者となった住民
への周知方法 

制度の周知 
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⑤相談支援体制の充実：福祉課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
地域の集会所で体操教室を実
施。 
地域包括やＣＳＷも随時参加
しより身近な場所で相談可能
な体制を構築 

Ｂ 

りんくう、吉見、ふ
れ愛センターで 1週
間に 1回それぞれ実
施 

－ － 

要支援者を取り巻く環境を的
確に把握し必要なサービスの
提供を行う。 

Ａ 
地域包括が要支援者
の状況を把握してい
る。 

支援が必要な人
の掘り起し 

－ 

 

⑥高齢者の権利擁護：福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
身寄りのない高齢者に寄り添
ったきめ細やかな支援ができ
るように、市民後見人の養成
や市民後見人の活動の支援を
行う。 

Ａ 

市民後見人登録者数 
平成 27 年度 1 名 
平成 28 年度 1 名 
平成 29 年度 2 名 

市民後見人のな
り手がいないこ
と 

市民後見人制度
の周知、後見制
度の啓発 

 

⑦地域における見守りネットワークづくり 福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

介護者家族の会の実施 
認知症カフェの実施 
ＷＡＯたじりの開催 
地域包括ケア会議の開催 

Ａ 

介護者家族の会1回/
月 
認知症カフェ 1回/月 
ＷＡＯたじり 1回/年 
地域包括ケア会議 3
回/年 

－ － 

 

⑧安心・快適に暮らせる環境づくり：福祉課・危機管理課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
（GPS 利用助成事業） 
徘徊の恐れのある高齢者が安
心して地域で暮らせるように
GPS 機器の購入費用を助成す
る。 

Ｂ 
（GPS 利用助成事
業） 
申請件数 0 件 

GPS 機器利用者
がいないこと。 

高齢者が GPS 利
用につながるよ
うに、事業内容
を見直す。 

＜災害時要支援者は 4. 安全・
安心(l)防災・消防・救急③地
域ぐるみの防災・防火体制の
確立と同内容＞ 

－ ＜同＞ ＜同＞ ＜同＞ 

 

(２) 障害福祉  

①啓発・交流の促進：福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
泉佐野市と共同で設置してい
る自立支援協議会や地域活動
支援センターにおいて、住民
向け研修会を開催するなどの
啓発に努めている。また学校

Ａ 

各種研修会の開催や
体験教室等の実施に
より多種多様な障害
への理解・啓発に努
めることができた。 

自立支援協議会
の運営体制の変
更を泉佐野市が
検討しているこ
とに伴い、本町

共同実施部分、
単独実施部分共
に、現状どおり
啓発に努めてい
く。 
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園においても車椅子体験等を
実施するなどし、福祉教育の
推進を図っている。 

において、より
有用な方法を検
討する必要があ
る。 

 

②保健·医療の充実：福祉課・こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
健診や健康教育、保健指導等
を行うことにより、予防や早
期発見に努めており、自立支
援医療制度により、障害のあ
る人の心身の健康の維持・回
復を図れている。また、各種
福祉・保健・医療機関と連携
することによりリハビリテー
ション体制等の充実に努めて
いる。 

Ａ 

健診や保健指導等に
より、障害の早期発
見等につなげること
ができた。自立支援
医療制度により、心
身の状態の維持・回
復に寄与できた。 

－ 
現状どおり、予
防・早期発見等
に努めていく。 

軽難聴児に対する補聴器購入
費用の助成を実施（H28 年度実
績 1件） 

Ａ 

軽難聴児への早期療
育・早期治療を支援
し、補聴器購入費に
係る経済的負担の軽
減を図ることができ
た。 

利用申請が少な
く、事業の周知
が不十分の可能
性がある。 

・事業の啓発及
び利用の促進。 

 

③生活支援の充実：福祉課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
庁内関係各課と共に連携のう
え、相談支援体制を構築して
いる。さらに、泉佐野市と共
同で基幹相談支援センターを
設置することにより、より専
門的な相談にも対応できるよ
うな体制を整備している。ま
た、泉佐野市と連携し、自立
支援協議会において、保健・
医療・福祉に留まらず、労
働・教育分野等幅広い分野と
総合的に連携し、障害のある
人に必要な支援体制の構築を
図っている。 

Ａ 

基幹相談支援センタ
ーを設置することに
より、より専門的な
相談にも対応できる
体制ができた。ま
た、自立支援協議会
により、幅広い分野
との連携の上、支援
体制の構築が図れて
いる。 

泉佐野市が基幹
相談支援センタ
ーの運営体制の
変更を検討して
いるため、引き
続き共同で実施
できる部分は連
携し、単独実施
となる部分の検
討を行わなけれ
ばならない。 

相談支援につい
て、単独実施と
なる部分の維
持・充実を図る
必要がある。ま
た、自立支援協
議会について
は、実施方法等
の検討が必要と
なる。 

基幹相談支援センターの設置
により、町内の相談支援体制
の強化が図れている。とりわ
け、出張相談を実施すること
により、相談しやすい体制を
作ることができている。ま
た、自立支援協議会におい
て、虐待の早期発見の取り組
みの実施や、障害者差別に係
る対応と啓発に取り組むな
ど、権利擁護の推進に取り組
んでいる。 

Ａ 

基幹相談支援センタ
ーを設置することに
より、相談支援体制
を充実することがで
きた。また、自立支
援協議会の専門部会
により、相談支援事
業所の研修によるケ
アマネジメントの推
進や、虐待の早期発
見や障害者差別への
対応等、権利擁護の
推進も図れた。 

泉佐野市が基幹
相談支援センタ
ーの運営体制の
変更を検討して
いるため、引き
続き共同で実施
できる部分は連
携し、単独実施
となる部分の検
討を行わなけれ
ばならない。ま
た自立支援協議
会の運営も同様
に検討する必要
がある。 

相談支援につい
て、単独実施と
なる部分の維
持・充実を図る
必要がある。ま
た、自立支援協
議会について
は、実施方法等
の検討が必要と
なる。 
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④療育·教育の充実：こども課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

障害児通所支援等事業を実施 
障害児通所支援の利用につい
て、障害児通所給付費等によ
り、費用の支弁を行う。 

Ａ 

通所給付決定や通所
給付費等の助成によ
り、障害のある子ど
も一人ひとりの障害
の状況や特性等にあ
わせた療育支援を受
けれるよう、環境づ
くりができた。 

・町内には民間
事業所が 1所し
かなく、障害を
持つ児童の状況
や特性等によっ
ては、近隣の事
業所を利用する
児童もいる。 

・町内の事業所
開設の促進。 

児童家庭相談の実施により、
必要に応じて、児童発達支援
事業の個別支援計画や障害児
相談、健康課の保健師相談等
と連携し実施した。 

Ａ 
成長段階に応じた相
談を実施できた。 

進路相談が適切
にできているか
連携して検討す
る。 

・連携の促進。 

 

⑤雇用・就労の促進：福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

泉州南就業・生活支援センタ
ーや就業移行事業所などと連
携し、就労後の職場定着を支
援している。また、就労継続
支援事業等の利用や地域活動
支援センターとの連携により
就労の場や活動の場の確保を
行っている。 

Ｂ 

障害福祉サービス利
用により、一般就労
できた方の実績を毎
年挙げられている。
また、就労定着へ向
けた支援を実施する
ことができている。 

民間事業所での
就労機会の拡大
については、目
立った取り組み
は出来ていな
い。 

概ね現状どおり
推進すべきであ
るが、就労機会
の拡大について
は担当課や関係
機関との連携の
うえ、検討すべ
きであると思わ
れる。 

 

⑥社会参加の促進：福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
移動支援事業や重度の障害者
等の方へのタクシーの利用料
金の一部助成や、手話奉仕員
の派遣などにより、外出やコ
ミュニケーションへの支援を
行っている。また、大阪府や
近隣市町と開催しているスポ
ーツ大会への参加促進を行っ
ている。 

Ｂ 

移動支援等の提供に
より、障害のある人
が外出やコミュニケ
ーションへの支援が
図れ、余暇等の社会
参加を促進すること
ができた。 

手話奉仕員の派
遣は行っている
が、要約筆記に
ついては、奉仕
員の養成が出来
ておらず、派遣
事業の実施に至
っていない。 

要約筆記が必要
な方への支援方
法等を検討すべ
きと考える。そ
の他は現状どお
り推進すべきと
考える。 

 

⑦生活環境の充実：福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
環境整備については、公共施
設においては、エレベータを
設置するなどバリアフリー化
を図っており、吉見ノ里駅の
バリアフリー化については協
議を行っているところ。ま
た、要支援者名簿の作成によ
り、避難に支援が必要な方の

Ａ 

役場庁舎や葬祭場に
おいてもエレベータ
を設置を行った。 
また、要支援者名簿
を作成したことで、
避難時に支援が必要
な方の支援体制を構

－ 

災害時の支援体
制について、要
支援者名簿の対
象とならない方
であって、支援
が必要な方への
個別支援計画の
策定について進
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個別支援計画の策定をすすめ
ているところであり、また詐
欺や消費者被害防止に向けて
の情報提供や、地区連合会等
による町内パトロールなどに
対する支援を行なうことで防
災・防犯対策の支援体制づく
りに努めている。 

築することができ
た。 

める必要がある
と考える。その
他については、
現状どおり推進
すべきと考え
る。 
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４．安全・安心  

(１)防災・消防・救急  

①総合的な防災体制の確立：危機管理課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
田尻町職員災害時業務マニュ
アルを策定した。自主防災会
等と災害時の連携について協
議している。 

Ｂ 

職員マニュアルに基
づき災害対応 
自主防災会の防災訓
練の参加 

－ － 

アルファ化米等の緊急物資を
計画的に確保し、田尻町防災
行政無線の更新（同報系、移
動系）を行い、防災関連情報
通信体制の充実に努めてい
る。また、田尻町職員災害時
業務マニュアルを策定した。 

Ｂ 

災害時において、緊
急物資の配布を行っ
た。また、災害時に
マニュアルに基づき
業務を行った。 

－ － 

 

②消防·救急体制の充実：危機管理課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
泉州南広域消防本部とは連携
を密に取り合いながら、広域
化による常備消防力の向上・
充実に向けて協議を行ってい
る。また、消防団について
は、消火活動以外の災害時の
役割等について協議を行い、
団員の意識改革に努めた。 

Ｂ 

消防広域化による初
動体制の充実化や消
火、救急などの消防
力到着の迅速化が図
れた。 

－ － 

泉州南広域消防本部と連携・
協議のもと、計画的に救急体
制の充実を推進した。また、
公共施設に設置しているＡＥ
Ｄの適切な運用・管理に努め
た。 

Ｂ 

消防広域化による初
動体制の充実化や消
火、救急などの消防
力到着の迅速化が図
れた。 

－ － 

 

③地域ぐるみの防災・防火体制の確立：危機管理課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
広報に防災特集記事を掲載し
たり、防災に関する出前講座
を行ったり、防災等の意識向
上に努めた。 

Ｂ 
住民の防災意識向上
につながった。 

－ － 

各自主防災組織と定期的に協
議を行い、防災体制の充実、
災害時の役割分担等の連携を
行っている。 

Ｂ 
町と自主防災会と共
催で防災訓練を実施
した。 

－ 

今後は田尻町の
実情に応じた組
織への改編を協
議している。 

 

④緊急時即応体制の整備：危機管理課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

国、府、近隣市町村や関西空
港（関空連絡協議会）等と意
見交換、情報共有等を行い、

Ｂ 

災害時の対応の連携
や各訓練の実施を行
い、災害対応の推進
を行った。 

－ － 
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災害時の対応について推進し
ている。 

 

 (２) 防犯・交通安全  

①防犯意識の高揚と地域安全活動の促進：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
各種団体と連携し、青色防犯
パトロールを実施。また、夏
季や年末は重点期間として、
青パトだけでなく自転車によ
るパトロールも実施。 

Ｂ 

平均して通常月 ３
回/月重点期間は３日
に２日のペースでの
パトロール活動 

通常月のパトロ
ールが少ない 

パトロールの強
化 

 

②防犯設備の整備：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

防犯灯：H27～H29 でＬＥＤ化 
防犯カメラ：H27 に 10 台、H29
に 6 台増設 

Ａ 

防犯カメラは近隣市
町と比較してトップ
クラスの設置台数
（人口当たり） 

犯罪件数が減っ
ていない 

街頭防犯カメラ
はもう十分だと
考える 

 

③交通安全意識の高揚 都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

たじりエンゼルや小学校で交
通安全教室や春、秋の前項交
通安全運動に合わせて講習会
等を行い啓発に努めている。 

Ｂ 死亡事故 0件 

高齢化に伴い、
高齢者が加害
者、被害者とな
る交通事故が増
加傾向にある。 

啓発活動の継続 

 

④交通安全施設の整備：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
交通安全施設を適切に維持管
理するとともに、カーブミラ
ーやカラー舗装等の路面標示
の設置を行うなど、交通事故
防止に努めている。 

Ｂ － － － 

 

(３) 消費生活  

①消費生活に関わる情報提供の充実：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
防犯大会、敬老会、成人式、
町内全戸へ啓発物品の配布 
情報発信（広報・HP） 

Ｂ 
消費者問題の未然防
止に寄与 

－ － 

 

②消費生活相談の体制づくり：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
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相談業務の実施 
大阪府消費生活センターと連
携 

Ｂ 
消費者問題の未然防
止、早期解決に寄与 

相談件数の減少 － 
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５．住宅・住環境  

(１) 住宅・宅地  

①住宅·宅地供給の誘導：都市政策課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
田尻町開発指導要綱に基づ
き、良好な都市環境の形成を
図るため、開発について一定
の基準を定め指導し、計画的
な「町づくり」を進めてい
る。 

Ｂ 

分割した分譲により
段階的に住宅開発が
進むよう大阪府と協
議を行った。 

－ － 

田尻町開発指導要綱に基づ
き、良好な都市環境の形成を
図るため、開発について一定
の基準を定め指導し、計画的
な「町づくり」を進めてい
る。 

Ｂ － － － 

 

②住宅取得の促進：都市政策課・企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

随時、あらゆる住宅に関する
相談の機会を設け、各種制度
等の周知を図っている。 
また H28 年度より転入定住の
促進制度を創設した。 

Ｂ 

転入定住促進助成制
度 
H28 1 件 
H29 33 件 
H30 33 件（11/20 時
点） 

－ － 

三世代同居近居新生活スター
ト助成事業 

Ａ 

H28 6 件 
H29 17 件 
H30  5 件（10月末時
点） 

効果検証方法 

町総合戦略の効
果検証結果に基
づき今後の方向
性を検討する。 

 

③公営住宅の計画的な整備・充実：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
H28 には砂山住宅の大規模改修
を行うなど、計画的に長寿命
化を図っている。また、計画
的かつ効率的な管理運営を図
るため、露ノ口第 2次住宅か
らの住替え制度を発足させ
た。 

Ａ － 

露ノ口第 2次住
宅の用途廃止に
向けた国、府と
の協議 

継続し公営住宅
の適正な維持管
理に努め、多様
な居住ニーズに
応えられる住宅
施策の充実を目
指す。 

 

(２) 良好な住環境づくり 

①災害に強い住宅づくりの促進：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
『田尻町既存民間建築物耐震
診断補助金交付規則』及び
『田尻町木造住宅耐震皆朱補
助金交付規則』に基づき、耐
震診断・耐震改修を促進し、

Ａ 

【診断】１件（Ｈ
29） 
【改修】１件（Ｈ
30） 

－ 

次期計画では災
害に強いまちづ
くりの項目に
「空き家対策」
も含めて計画さ
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災害に強い住宅づくりを促進
する。 

れることとな
る。 
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②環境にやさしい住宅づくりの促進：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

啓発、周知に努めている。 － － － － 

 

③生活空間へのユニバーサルデザインの導入・バリアフリー化の推進 都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
都市政策課では、住宅のユニ
バーサルデザインの取組みは
ない。（駅弘・公共交通バリ
アフリー化は動きがある） 

－ － － － 

 

④健康被害対策の推進：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

都市政策課で取り組みはな

い。 
－ － － － 
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Ⅱ－３ 資源が活かされ、魅力あるまち 田尻 

１． 自然・環境保全  

(１) 水と緑の環境づくり  

①水辺の渫境づくり：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
都市政策課では機能管理は行
うが、水辺環境は行っていな
い。 

－ － － － 

 

②公害防止対策の充実：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
住民から苦情等があった場合
は現場に赴き、調査や指導を
行う 

Ｂ 
強制執行や訴訟等に
至った事例はない 

特になし 
今後も継続して
業務を行う 

 

③不法投棄防止対策の強化：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

廃棄物の不法投棄の多い箇所
に監視カメラを設置して抑止
するとともに、不法投棄パト
ロールを定期的に実施 

Ｂ 

監視カメラにより一
定の抑止効果はある
ものの、カメラの無
い場所での不法投棄
が発生 

監視カメラによ
る抑止はその場
所限りであり、
効果は限定的と
なる 

今後も継続して
業務を行う 

 

④生態系の維持・回復：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
セアカゴケグモについて、定
期的に広報による注意喚起を
行っている 

Ｂ 
特定外来生物による
大規模な被害は発生
していない 

特になし 
今後も継続して
業務を行う 

 

⑤環境と調和した土地利用の誘導：都市政策課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
田尻町開発指導要綱に基づ
き、良好な都市環境の形成を
図るため、開発について一定
の基準を定め指導し、計画的
な「町づくり」を進めてい
る。 

Ｂ － － － 

民間開発については、田尻町
開発指導要綱に基づき、良好
な都市環境の形成を図るた
め、開発について一定の基準
を定め指導し、計画的な「町
づくり」を進めている。 

Ｂ － － － 
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⑥自然とふれあう機会の拡大：都市政策課・産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
平成２９年度に住民ワークシ
ョップを行うことにより、り
んくうポート北広場の計画
や、田尻町ウォーキングコー
ス（散策ルート）整備計画を
行った。 

Ｂ － － － 

農業委員の協力のもと、小学
校・幼稚園の田植え・稲刈り
体験を実施 

Ｂ 
子どもたちの農業へ
の関心が深まった。 

－ － 

 

(２) 環境問題への取り組み 

①環境問題への意識啓発：社会教育課・生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

広報紙やホームページ、学校
教育や社会教育における瑣境
学習、イベントなどを通じ
て、環境問題に対する住民や
事業者の意識を高め、環境に
やさしい暮らし方や事業活動
の実践を促進。 

Ｂ 

広報紙やホームペー
ジ、学校教育や社会
教育における瑣境学
習、イベントなどを
通じて、環境問題に
対する住民や事業者
の意識高揚が図られ
た。 

－ 
左記内容を精査
したうえで次期
に反映。 

田尻町地球温暖化対策実行計
画の進捗状況を毎年広報紙や
ホームページに掲載 

Ｂ 
環境問題に対する住
民や事業者の意識向
上の一助となった 

特になし 
今後も継続して
業務を行う 

 

②地球環境保全対策の推進：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

H29.3 に田尻町地球温暖化対策
を改定 

Ｂ 
H24 比で△3％の削減
を達成 

パリ協定に基づ
き中長期的には
更なる削減が必
要 

今後も継続して
業務を行う 

 

③住民が主体となった取り組みの推進：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
地区会主催の美化運動時に配
布するごみ袋の一部を助成 

Ｂ 
側溝からの悪臭等の
苦情はほぼない 

特になし 
今後も継続して
業務を行う 
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２．都市整備  

(１) 道路・交通体系  

①道路体系の充実：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
現在「吉見ノ里駅前周辺整備
事業」を進めており、その事
業において駅周辺道路の改修
を行う予定。本事業を実施す
ることにより吉見ノ里駅の交
通環境の改善を図る。 

－ － － 
町内の道路整備
は一旦完了 

 

②人にやさしい道づくり：都市政策課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
道路等の危険個所については
発見次第、応急処置後に修繕
を行っている。また、防護柵
等については景観に配慮した
物を採用し、すべての人が利
用しやすく快適な道づくりに
努めている。 

Ｂ － － － 

建築基準法に基づく建築確認
申請書において、敷地後退等
が図示されているか確認を実
施している。また、前面道路
幅員の確認について、地籍調
査成果又は現地での確認を実
施している。 

Ａ － － － 

 

③南海吉見ノ里駅の利便性向上：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
現在「吉見ノ里駅前周辺整備
事業」を進めており、その事
業において駅前にロータリー
の設置、駅舎改修等を行い、
駅利用者の送迎車両による停
車車両の解消、駅前を住民コ
ミュニティが図れる空間を創
出する。 

－ － － 

「吉見ノ里駅前
周辺整備事業」
は次期計画期間
の前半で終了す
る行程。 

 

④民間路線バスの充実：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
バス車両通行路線は現時点で
は、りんくうポート地区に限
られるが、今後はコミュニテ
ィバスの運行も計画している
ことから、更に安全に通行で
きるように危険個所等が無い
か点検を実施していく。 

Ｃ － － － 

 

  



48 

 

⑤移動困難者に対する移動手段の検討：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
泉佐野市と共同でコミュニテ
ィバスの運行を計画してい
る。町内だけでなく泉佐野市
内の施設へ無料で行くことが
できる。 

Ｃ － － － 

 

(２) 市街地整備  

①都市計画の推進：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
平成 29 年 3 月に『田尻町都市
計画マスタープラン』及び
『田尻町みどりの基本計画』
を策定し、本町の地域特性を
踏まえ、住民の意向を反映し
ながら、長期的な視野に立
ち、周辺環境と調和した計画
的な「まちづくり」を進めて
いる。 

－ － － － 

 

②土地利用に関わる法制度の適切な運用：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
田尻町開発指導要綱に基づ
き、良好な都市環境の形成を
図るため、開発について一定
の基準を定め指導し、計画的
な「町づくり」を進めてい
る。 

Ｂ － － － 

 

③都市基盤の整備：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
民間開発については、田尻町
開発指導要綱に基づき、良好
な都市環境の形成を図るた
め、開発について一定の基準
を定め指導し、計画的な「町
づくり」を進めている。 

Ｂ － － － 

 

④市街化調整区域における環境保全：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
田尻町開発指導要綱に基づ
き、良好な都市環境の形成を
図るため、開発について一定
の基準を定め指導し、計画的
な「町づくり」を進めてい
る。 

Ｂ － － － 
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⑤災害に強いまちづくり：都市政策課・危機管理課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
H26、27 に町内 7カ所に緊急土
のうステーションを設置し、
大雨による冠水・浸水などを
未然に防ぐことを目的として
土のうステーションを設置し
た。 

Ａ － － － 

危機管理課：都市整備課が中心 － － － － 
 

⑥高齢者や障害のある人等にやさしいまちづくり：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
道路協議の際に歩車道境界ブ
ロックの高さ等を基準に沿っ
た計画とするよう業者に指導
している。 

－ － － － 

 

⑦国土調査の推進：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

現地立会いでの成果を閲覧
後、大阪府による承認をいた
だき法務局に登記する。 

Ｂ － 

現地立会後の成
果の登記が遅れ
ていることか
ら、早急に登記
完了を目指す。 

事業終了 

 

(３) 景観形成と公園· 緑化 

①景観の保全と創造：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
平成 29 年 3 月に『田尻町みど
りの基本計画』を策定し、本
町の地域特性を踏まえ、住民
の意向を反映しながら、長期
的な視野に立ち、周辺環境と
調和した計画的な「まちづく
り」を進めている。 

－ － － － 

 

②屋外広告物の適正配置の促進：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
屋外広告物に関する申請・更
新等の受付・許可事務につい
て H29.10 より泉南市に委託
（それまでは泉佐野市に委
託） 

Ａ 

専門的知識を持つ職
員が対応することに
よりより的確な指導
等が行えた 

特になし 
今後も継続して
業務を行う 

 

③住民参加の景観づくり：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
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産業振興課で花植えボランテ

ィア 
－ － － － 

 

④空き地の適正管理：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
危険物・ごみ等の不法投棄な
どによる苦情等があった場合
は、生活環境課とともに対策
に当たっている。 

Ａ － － － 

 

⑤住民参画による公園づくり：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
りんくうポート北広場整備に
ついて、住民に親しまれる広
場作りのため、住民ワークシ
ョップにより基本計画の策定
を行った。 

Ａ 
住民ワークショップ
による広場づくり 

広場整備後の利
活用方法に向け
た調整（周辺施
設、団体、庁内
等） 

－ 

 

⑥既存の公園・緑地の充実：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
老朽化している遊具の取替を
行い、利用する方々が、安
心、安全に利用できるように
した。 

Ａ 
遊具の更新、健康遊
具の設置 

－ － 

公園や児童遊園、駐輪場など
に季節の花を植えている。住
民団体が一部、花の管理をし
ている。 

Ｂ － － － 

 

⑦緑化の推進：都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
公園や児童遊園、駐輪場など
に季節の花を植えている。住
民団体が一部、花の管理をし
ている。 

Ｂ － － － 
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３．生活環境  

(１) 上水道  

①事業経営の安定化：上下水道課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
年次計画を立て、町道等に敷
設された水道管更新工事、橋
梁水管橋架設工事を実施。 
浄水場についても、老朽化す
る設備等の更新工事等を行
い、経営の安定化を図った。 

Ｂ 

突発的トラブルによ
ることなく、安定経
営が行われている。 

（H31.4.1 より業
務が企業団に移
行するため、課
題は企業団で検
討することとな
る。） 

（H31.4.1 より業
務が企業団に移
行するため、方
向性は企業団で
検討することと
なる。） 

 

②水の安定供給：上下水道課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
大阪広域水道企業団との経営
統合に関し、 
①H28 年 4月府内 6団体ととも
に「水道事業の統合に向けて
の検討・協議に関する覚書」
を締結。検討・協議を開始。 
②統合素案に関する議案を町
議会で審議。 
③H30 年 1月に統合案が首長会
議において承認。統合案とし
てまとまる。 
④統合に関する議案を町議会
で審議。 
⑤統合に関する議案を他団体
で審議。 
⑥H30 年 7月「大阪広域水道企
業団と田尻町の水道事業の統
合に関する基本協定書」を締
結。 

Ａ 

田尻町水道事業は、
H31.4.1 に大阪広域
水道企業団と経営統
合。 

（H31.4.1 より業
務が企業団に移
行するため、課
題は企業団で検
討することとな
る。） 

（H31.4.1 より業
務が企業団に移
行するため、方
向性は企業団で
検討することと
なる。） 

 

(２) 下水道 

①下水道施設の整備と維持管理：上下水道課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
・吉見ポンプ場耐震対策工事
を実施。 
・吉見ポンプ場について長寿
命化計画を策定し、当該計画
に基づく設備等の長寿命化対
策工事を実施。 
・水洗化促進について職員に
よる戸別訪問等を行った。 

Ｂ 

・吉見ポンプ場の建
築部について、耐震
化が完了した。 
・吉見ポンプ場につ
いて長寿命化計画に
基づき対策工事を実
施した。 
・職員により水洗化
促進啓発のための個
別訪問を実施した。 

設備等が老朽化
しているなか現
長寿命化計画が
平成 32 年度まで
の期間であるた
め、今後、新た
にストックマネ
ジメント計画を
策定し、引き続
き経費の平準化
と適正な維持管
理を実施してい
く必要がある。 

ストックマネジ
メント計画を策
定し、計画に基
づく下水道施設
の適正な維持管
理及び改築・更
新を実施してい
く。 
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②事業の健全経営：上下水道課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
・吉見ポンプ場の改築・更新
について長寿命化計画を策定
し、経費の平準化及びコスト
の削減を図った。 
・料金改定については平成 21
年度に平均改定率 15％料金改
定を実施（20㎥ 1,750 円）。
平成 26 年度に消費税率改定に
伴う料金改定を実施（20㎥
1,800 円） 

Ｂ 

・吉見ポンプ場につ
いて長寿命化計画に
基づき対策工事を実
施した。 

設備等が老朽化
しているなか現
長寿命化計画が
平成 32 年度まで
の期間であるた
め、今後、新た
にストックマネ
ジメント計画を
策定し、引き続
き経費の平準化
とコストの削減
を図っていく必
要がある。 
経営の健全化に
向けて、経営戦
略の策定・地方
公営企業法の適
用が求められて
いる。 

ストックマネジ
メント計画を策
定し、計画に基
づき経費の平準
化及びコストの
削減に努める。 
 
Ｈ32 年度に 10
年を計画期間と
なる経営戦略を
策定する。 
法適に関して
は、3万人未満
の自治体に対す
る新たなロード
マップが本年度
に示される予定
なので、可能な
限り早期に適用
できるよう取り
組みを進める。 

 

(３) 廃棄物処理  

①ごみの減量化と資源化、環境美化の推進：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
H22 よりごみを有料化するとと
もに、廃プラスチックの分別
回収を実施し、ごみの減量化
の啓発を行った。また、小学
校でパッカー車等による環境
学習、不法投棄パトロール等
の実施 

Ａ 
ごみの減量化に繋が
った。（H22 有料
化、H24 減少） 

リサイクル率の
向上、収集運搬
体制の整備 

今後も継続して
業務を行う 

生ごみ処理機の購入者や各種
団体による資源ごみの集団回
収に補助金を交付 

Ａ 

住民の自主的なごみ
減量施策を支援する
ことで、ごみの減量
化と再資源化が図ら
れた。 

リサイクル率の
向上、各種補助
事業の再考 

今後も継続して
業務を行う 

 

②ごみ処理体制の充実：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
H27 現ごみ処理施設の長寿命化
計画、H28 次期ごみ処理施設の
立地アセス検討等を行い候補
地を選定した。熊取町も含め
て広域化し、H42 年に新炉稼動
に向けて協議中 

Ａ 

新たなごみ焼却場の
建設に向けた具体的
なスケジュールが出
来た。 

熊取町を含む広
域化に伴い、組
合のあり方や負
担割合の協議な
ど 

今後も継続して
業務を行う 
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③し尿の適正処理：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

処理場の広域化に向けた協議
及び本町の収集体制の再構築
を実施 

Ａ 

既存事業者の廃業に
伴い、新たなし尿収
集運搬事業者を選定
した。 

継続的にし尿収
集運搬を実施で
きる体制の構築 

今後も継続して
業務を行う 

 

④産業廃棄物の適正処理：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
大阪府所管業務であり、広報啓
発に協力した。 

－ － 大阪府所管業務
であるため、田尻
町の総合計画の
項目とする事は
そぐわない。 

記載削除 

 

(４) 墓地の管理運営 

：生活環境課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
H27 に吉見墓地を拡充（約 400
区画分） 

Ａ 実績に同じ 特になし 
今後も継続して
業務を行う 
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４．情報・通信  

(１) 地域情報化の推進  

①情報教育の充実：指導課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

ＩＣＴ環境を活用した授業づ
くり、校務の効率化 

Ｂ 
ＩＣＴを活用した視
覚支援のある授業が
通常になってきた 

利用していく中
で改善の余地が
見つかってきて
いる。学校と教
委の連携でより
良い環境構築が
必要 

機器の増加、活
用の一層の促
進、プログラミ
ング教育の実施 

 

②個人情報の保護と情報犯罪の防止：総務課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

基幹系システム、庁内ネットワ
ークシステム、インターネット
端末におけるセキュリティ強靭
化を実施した［H28.29］。 

Ａ 

端末ログイン時の二
要素認証の導入、情
報持出制限等の実施
など、セキュリティ
の強靭化を図ること
ができた。 

継続的にセキュ
リティの向上を
図っていく必要
がある。 

引続き、セキュ
リティの向上を
図り、個人情報
の保護及び情報
犯罪の防止に取
り組む。 

 

③情報通信基盤の整備促進：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

－ － － － － 

 

(２) 行政情報化の推進  

①ホームページによる情報発信の充実：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

H22 年度に「いくくるウェブ
(ASP 型 CMS）」の導入 

Ｂ 

担当者がそれぞれの
PC 端末からホームペ
ージの作成、更新が
行えるようになっ
た。 

多言語化および
アクセシビリテ
ィへの対応 

より見やすい、
見てもらえるホ
ームページの作
成 

 

②電子自治体の構築：総務課・こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

eLTAX を利用した町民税の電子
申告、マイナポータルを利用
した子ども子育て関係の申請
等の整備を図り、住民サービ
スの向上を図った。 

Ｂ 

町民税の申告件数の
半数以上は、オンラ
イン申告によってお
こなわれるなど、住
民サービスの向上を
図ることができた。 

オンライン化さ
れた事務は、ま
だ少ない。 

更なる各種手続
き等のオンライ
ン化の充実を図
る。 

基幹系システムを利用した事
務の情報化の充実を図った。
また基幹系システムについて

Ｂ 
共同利用型クラウド
システムの利用によ
り、事務の効率化や

より一層の情報
システムの充実

引続き情報化の
推進を図る。 
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は、平成 27 年度より共同利用
型自治体クラウドによる基幹
系業務システムにて運用を行
うことができた。 

保有する情報の安全
性の確保等を図るこ
とができた。 

を図る必要があ
る。 

子育てワンストップサービス

事業 H29～ 
－ － － － 
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５．産業振興 

(１) 農漁業と観光・交流 

①漁業の振興：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

H30.11 わかめ養殖業 
H31.1 かき養殖業 を追加 

Ｂ － － － 

漁業経営の近代化・多様化、漁
業後継者の育成等は実績なし 

Ｃ － － － 

 

②観光漁業の推進：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
インバウンド対応観光漁業
（漁業振興補助金） 
H29 漁家レストランを設置
（農水省農山漁村振興交付
金） 

Ｂ － － － 

 

③交流ゾーンの整備：産業振興課・都市政策課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
H29 漁業振興広場トイレの洋
式化、中規模修繕を実施（府
観光補助金を利用） 
H30 Osaka Free Wi-Fi 設置工
事（府補助金を利用） 

Ｂ 
交流施設の整備・充
実に寄与 

－ － 

府営りんくう公園、田尻スカ
イブリッジについて、府関係
課等と調整、協議を開始して
いる。 
また、りんくうポート北広場
の整備において周囲と連携し
た利活用によるにぎわい作り
を推進していく。 

Ｂ － 
具体的な施策展
開に向けた府と
の調整 

交流ゾーンのに
ぎわい作りに向
け、府等の関係
機関との調整 

 

④都市型農業の振興：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

泉州黄たまねぎ祭りでの販
売。 
H29 吉見早生採種用のビニー
ルハウスを設置。 

Ｂ 
吉見早生の安定供給
への足掛かりとなっ
た。 

吉見早生の販路
の拡大 

吉見早生の知名
度の更なる拡大
を目指す。 
ふるさと納税の
返礼品に活用 

・地産地消を促進するため、
町内産米を米粉パンに加工
し、給食にて提供 
・町内の遊休農地を借り、米
を栽培。 
 収穫後は学校給食に利用。 

Ｂ 児童の食育に寄与 － － 
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⑤農地の有効活用と担い手の育成：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
経営所得安定対策事業（農水
省）の受給支援を行う。 

Ｂ － － － 

 

⑥観光情報·地域情報の発信：産業振興課・企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
田尻漁業協同組合主宰イベント
等も積極的に町 HPに掲載 

Ｂ － － － 

・観光マップ B 
ホテルを含めた町内主要施設に
設置 
・案内標識 C 

Ｃ － 多言語化 － 

マスコミへの各種行事等の報道
提供 facebook、たじりっちメ
ールを利用した情報発信田尻町
マスコットキャラクター「たじ
りっち」を活用した町のＰＲ 

Ｂ 
田尻漁港日曜朝市な
ど、観光客誘客に繋
がっている 

日曜朝市以外の
観光資源やイベ
ントの認知度が
低い。 

継続さらなる情
報発信に努め
る。 

 

⑦観光振興体制の整備：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

泉州観光 DMO への参画 H29 Ｂ 
広域連携による観光
振興を図ることが可
能となった。 

－ － 

観光ボランティアガイドの育
成など「観光まちづくり」を
みんなで支える仕組みづくり
の取組み実績なし 

Ｄ － － － 

 

(２) 商工業の振興と雇用 · 就業 

①指導·支援体制の充実：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
地域産業の高度化と経営基盤
の強化、後継者の育成の取組
み実績なし。 

Ｄ － 
後継者支援制度
の構築・啓発 

－ 

田尻町利子補給制度 Ａ － － － 
 

②地域商業の活性化：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

－ Ｂ － － － 

 

③企業誘致の推進：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

田尻町企業誘致促進制度 Ａ 
未利用地なし 
（売却済） 

空き地なし － 

H29.H30 相談なし Ｄ なし 空き地なし － 
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④雇用機会の確保と就労の促進：産業振興課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
就労支援講座の実施 H27H28H29 
合同就職面接会の共催
H27H28H29H30 

Ｂ 
新規雇用・転職に結
びつくケースあり 

参加者等の減少 － 

啓発活動（HP等） Ｃ － － － 
 

⑤起業の支援：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

－ Ｄ － 
起業支援制度の
構築・啓発 

－ 

 

⑥勤労者福祉の充実：産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

啓発活動（HP等） Ｃ － － － 
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Ⅱ－４ みんなでまちづくりを進めるために 

１．参画と協働のまちづくり 

(ｌ) 広報・公聴・情報公開 

①広報の充実：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
広報たじりの発行（毎月）、
ホームページの運営 
Facebook の運営、たじりっち
メールの運営 
田尻町マスコットキャラクタ
ー「たじりっち」を活用した
町のＰＲ 

Ｂ 

広報たじりの一部カ
ラー化、ＳＮＳ等を
利用することにより
一層住民に対し情報
の周知が可能となっ
た。 

広報たじり、ホ
ームページ等を
住民に見てもら
うこと。 

継続 
行政からの一方
的な情報発信に
ならないように
工夫する。 

 

②公聴の充実：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
弁護士相談や人権相談など各
種巣相談の実施 →相談体制
に 
町長と住民による町政懇談会
の実施 
各種計画等作成時におけるア
ンケート調査及びパブリック
コメントの実施 
ワークショップの実施 

Ｂ 
住民の声を反映した
計画の策定 

住民の声が完全
に反映されてい
るわけではない 

継続 
さらなる住民の
声の反映に努め
る。 

 

③積極的な情報公開と適切な個人情報の保護：総務課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
町政の諸活動を町民に説明す
る責務を果たすとともに、町
政へのより一層の町民参加を
促進するため、情報公開制度
の積極的な運用を行ってい
る。 

Ｂ 

情報公開処理件数 
H26 ３件 
H27 ４件 
H28 ４件 
H29 ７件 

個人情報保護に
十分留意しなが
ら、積極的な情
報公開を図る必
要がある。 

情報公開制度に
基づく行政情報
の公開を行って
いく。 

パブリックコメント等を活用
し、積極的な行政情報の提供
を行っている。 

Ｂ 

パブリックコメント
実施件数 
H26 ５件 
H27 ２件 
H28 ３件 
H29 ２件 

一層の行政情報
の提供を行う必
要がある。 

一層の行政情報
の提供を行う。 

 

(２) 住民活動の振興  

①住民活動・ボランティア活動の活性化：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
地区連合会報償の支出 
田尻町国際クラブへの補助金
の支出 
広報たじりへの各種団体等の
記事掲載 

Ｂ 

地区会主催のイベン
トや国際クラブ主催
のイベントへ住民の
参加があり 

自主的な公益活
動を行う団体が
少ない 

継続 
現在ある団体の
他に新たな団体
の発掘と、より
一層の支援。 
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②ボランティア活動の支援：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

各種団体等のイベント等を広
報たじりにて周知 

Ｃ 
広報紙での周知はで
きている 

体験や講座、研
修会の開催 
自発的な参加 

継続 

 

③住民活動団体・ボランティアのネットワーク強化 企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

各種団体等のイベント等を広
報たじりにて周知 

Ｃ 
広報紙での周知はで
きている 

各種団体の高齢
化 
ネットワーク強
化 

継続 

 

(３)参画と協働のまちづくり 

①参画機会の拡充と協働の推進：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
町政懇談会の実施 
各種審議会・委員会の一般公
募 
計画等作成時のパブリックコ
メントの実施 
(1)広報・公聴・情報公開③積
極的な情報公開と適切な個人
情報の保護に記載のパブリッ
クコメント実績 

Ｂ 

町政懇談会等を実施
することにより、町
民の声を聴く機会が
増えた 

さらなる町民の
声の掘り起し 

継続 
一般公募枠、パ
ブリックコメン
トの拡充 

 

②参画と協働の仕組みづくり：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
町長と各種団体との懇談会 
（地域活動の活性化に向けた
助成制度や地域への財源移譲
などのあり方について研究） 

Ｂ 
各種団体の実情や地
域に対する声を聴く
ことができた 

さまざまな団体
が一堂に会する
機会は設けられ
ていない 

継続 
協働のまちづく
りに取り組んで
いく 

町長と各種団体との懇談会 
（町民や行政の役割、まちづ
くりの基本ルールなどを定め
た自治基本条例の制定につい
て検討） 

Ｃ 
各種団体の実情や地
域に対する声を聴く
ことができた 

自治基本条例の
制定 

継続 
自治基本条例の
必要性の検討 
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２． 行財政運営  

(ｌ) 行政運営  

①戦略的な行政運営の推進：総務課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

毎年、重点施策テーマを設定
し、重点施策について、予算
配分等の強化を行っている。 

Ｂ 

重点施策について、
横断的に連携を図
り、事業を実施でき
た。 

戦略的な行政運
営のため、政策
課題について優
先順位化してい
く必要がある。 

最適な事業方法
の選択や効果の
薄れた事業の見
直し等を随時行
っていく。 

PDCA サイクルによる事業の執
行管理体制について整備でき
ていない。 

Ｄ － 

PDCA サイクルに
よる事業の執行
管理体制につい
て整備できてい
ない。 

PDCA サイクルに
よる事業の執行
管理体制を整備
する。 

 

②民間活力の活用：総務課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
指定管理者制度や民間委託を
推進し、住民サービスの向上
と事務事業の効率化を進め
た。 

Ｂ 

指定管理者制度： 
田尻町多目的グラウ
ンド、放課後児童ク
ラブ 

民間活力の活用
ができる事務事
業を検討する。 

民間活力の活用
ができる事務事
業について、活
用を進める。 

 

③行政評価の推進：総務課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
平成 16 年度の試行期間を経
て、平成 17 年度から 19年度
の 3年間、事務事業評価を実
施し、その後も継続的に見直
しを行っている。 

Ｂ 
必要な事業の精査が
できた。 

一定の成果を得
られたが、引き
続き行政改革を
実施していく必
要がある。 

常に行政改革の
視点を持ち、施
策展開を図る。 

 

④施設の維持·管理と整備 ：総務課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
公共施設等の状況を一元化
し、今後の人口動態や財政状
況を勘案した上で、公共施設
等の計画的かつ効率的な管理
運営を推進するため、Ｈ29.3
公共施設等総合管理計画策定
した。 

Ｃ 
公共施設等総合管理
計画の策定 

公共施設の個別
施設計画の策
定・進捗管理 
公共施設等総合
管理計画の改
定・進捗管理 

公共施設の個別
施設計画の策
定・進捗管理 
公共施設等総合
管理計画の改
定・進捗管理 

 

④施設の維持·管理と整備 ：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

集会所管理業務委託（田尻町
社会福祉協議会） 

Ｂ 

集会所の管理に社会
福祉協議会を利用す
ることにより、効果
的な管理に繋がって
いる 

施設の老朽化が
進み、修繕箇所
が増えている 
住民による自主
管理には至って
いない 

継続 
両集会所の計画
的な修繕・改築
を進める 
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⑤柔軟な計画·執行体制の確立：秘書課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

定員管理計画（平成 25年度～
平成 29 年度）に基づき職員数
の管理に取組んだ。 

Ｂ 

平成３０年度当初目
標値である 128 人を
1人上回る 129 人と
なったが、計画的採
用による年齢構成の
平準化に取り組むこ
とが出来た。 

年齢構成の平準
化に取り組んで
きたものの、依
然として歪な状
況が継続してい
る。 

引き続き定員管
理計画（平成 30
年度～平成 34年
度）に基づき、
長期的な視点で
町の将来を見据
えた職員採用に
取組んでいく。 

定例的に部課長会議を行うこ
とにより、各部門間の情報の
共有化を図り、必要に応じ担
当者会議等を活用し、事業等
の円滑な実施に努めた。 

Ｂ 

定期的な部課長会議
の実施により、各部
門間の情報の共有化
が図られるととも
に、必要に応じ担当
者会議等を活用する
ことにより、計画的
に事業の実施に取り
組むことが可能とな
った。 

継続的な部課長
会議の開催 

引き続き定例的
に部課長会議を
行うことによ
り、各部門間の
情報の共有化を
図っていくとと
もに、必要に応
じ担当者会議等
を活用し、事業
等の円滑な実施
に取組んでい
く。 

 

⑥職員の能力開発·向上：秘書課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

研修計画に基づき人材育成に
努めてきた。また、平成 29 年
度より、階層別研修を取り入
れた。 

Ｂ 

階層別研修を取り入
れることにより、各
階層に求められる基
礎能力の向上及び研
修機会の提供が図ら
れた。 

各階層に必要と
される研修内容
の精査を行って
いくことが必要
である。 

今後も職員の人
材育成を図るた
め、研修内容の
精査を行いなが
ら、研修計画の
策定を行ってい
く。 

平成 26 年度から 3年間、職務
に精励し、功績があった職員
に対し、表彰を行った。 

Ｂ 
職員の士気高揚と組
織の活性化が図られ
た。 

職員の士気高揚
と組織の活性化
については、人
事評価制度によ
り行うべきであ
ることから、職
員表彰制度につ
いては、平成２
８年度を以て原
則、終了してい
る。 

今後は、人事評
価制度実施によ
る勤勉手当等へ
の反映を行って
いく。 

 

(２) 財政運営  

①計画的·効果的な予算編成：総務課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

毎年財政シミュレーションを
行い、10年間の長期計画を作
成している。 

Ｂ 
財政シミュレーショ
ンの実施。 

投資的経費等の
長期計画につい
て、公共施設等
総合管理計画と

引き続き、効率
的な予算執行を
行う。 



66 

 

の調整を図る必
要がある。 

経常的経費については枠配分
方式を取り入れ、事業期間に
ついても、予算編成時に定め
ている。 

Ｂ 
効果的な予算要求方
式の導入を図った。 

新しい効果的な
予算編成方式に
ついて、調査・
研究を図る必要
がある。 

引き続き、効率
的な予算編成方
式に努める。 

 

②経費の節減：総務課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

定員管理計画に基づく職員の
採用を行い、施設の維持管理
等のコスト削減に努めてい
る。 

Ｂ 

定員管理計画策定、
公共施設等総合管理
計画の策定、予算の
枠配分化 

民間委託の推進
や節約の徹底な
どにより、経常
的な経費の削減
に努める必要が
ある。 

引き続き、人件
費の適正化を図
り、事業費や施
設の維持・管理
費等のコスト削
減を図る。 

 

③財源の確保：総務課  

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
地域産業の振興、企業誘致等
に取り組み、安定的な税収確
保に取り組んだ。また納税に
ついての PR や滞納整理事務の
強化に努めている。 

Ａ 

町税の徴収率 
H26:99.8% 
H27:99.8% 
H28:99.8% 
H29:99.8% 

今後とも状況を
見極め、収支均
衡を図っていく
必要がある。 

今度とも税収の
確保に努める。 

処分可能な遊休財産（楠の橋
住宅跡地、露の口住宅跡地
等）は処分済み 

Ｂ 
処分可能な遊休財産
は処分済み 

遊休財産が調整
区域内にあるた
め、処分先限定
される。 

引き続き、遊休
財産の処分、利
活用を図る。 
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３． 広域連携  

(１) 広域行政・広域連携の推進  

①計画的な広域行政の推進：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
・広域福祉課設置（H25.4.1～
泉佐野市に事務所） 
・広域まちづくり課設置
（H29.10.1～泉南市に事務所） 
・一部事務組合の再編（ごみ、
し尿） 

Ａ － － 継続 

 

②広域行政組織の再編・強化：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
・泉州南広域連携勉強会を設
置（H25～）広域化する行政課
題について調査、研究を行
い、広域連携による効率化を
図るための勉強会を実施。 
・広域連携に関する研究会を
設置（H29.11～）新たな広域
連携の促進につながるような
具体的な方策を研究。 

Ａ 

図書館広域利用に向
けた会議（H30～） 
泉南ブロック埋蔵文
化財の広域連携に関
する会議（H29～） 

団体間の費用負
担、人員体制、
監事団体と構成
団体の役割分担
等 

継続 

 

( 2 ) 住民交流の促進 

：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
平成 3年に当時同町名の自治
体であったことから友好都市
となり、産業や教育、また行
政面で様々な連携活動を行っ
てきた。 
最近では、平成 29年度は、両
市町の交流担当職員数名が相
手方の市町を訪ね、産業の現
状や地元物品の生産状況、シ
ティプロモーションの状況な
どの情報交換を行い、ふるさ
と納税の返礼品交流や田尻漁
港日曜朝市による両市町の魅
力発信の具体策について検討
した。 
平成 30 年度は、昨年度の検討
を踏まえ、大崎市の生産者グ
ループが田尻漁港日曜朝市に
出店し、地場産品の PRや販売
ルートの開拓を目指し、住民
主体での交流を行った。 
また、ふるさと納税の返礼品
交流については、両市町の交
流担当職員が相手方の市町を
訪ね、産業の現状や地元物品

Ｂ 

大崎市の生産者グル
ープが田尻漁港日曜
朝市に出店し、地場
産品の PRや販売を行
ったことで、双方に
刺激となり今後の販
売ルートの開拓や住
民主体での交流のき
っかけづくりとなっ
た。 

地場産品交流に
ついて、ふるさ
と納税の返礼品
交流を予定して
いたが、制度改
正により、双方
の地場産品の取
り扱いができな
くなったため、
相互販路拡大に
向けて検討して
いく。 

両市町が異なる
地域に存し同時
被災の可能性が
低いことから災
害時相互応援の
具体化を進める
ことや、気候風
土が異なること
を活かして地域
特産品の相互販
路拡大など地域
産業の活性化な
どを検討してい
く。 
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の生産状況、シティプロモー
ションの状況など情報交換を
行っていく。 
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Ⅱ－５ 戦略プロジェクト 

(1) そだちプロジェクト  

1）「人そだち」を支援する：指導課・社会教育課・こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

田尻町人権教育研究協議会・
田尻町外国人教育研究協議会
の実施並びに幼小中の子ども
同士・職員同士の交流 

Ｂ 

職員の異動を町内で
も進めるように体制
づくりができつつあ
る。 

校種による違い
が、考えの相違
にリンクしてい
ること。フラッ
トなものの見
方・考え方の醸
成と、丁寧な情
報共有が必要 

校種間異動を進
め、校種毎の文
化の違いや子ど
も観の摺り合わ
せを進める。結
果、一貫した考
えのもと同じベ
クトルでの子育
てを行う。 

小中一貫教育部会は 7つの部
会（学力・体力・進路・授業
づくり・ＩＣＴ・道徳等）で
事業を展開。何より小中の職
員間の連携を重要視。 

Ｂ 

各部会での授業交流
や情報共有を行うこ
とで連携教育を推進
できつつある。 

職員の異動や発
達段階の差によ
って求めるもの
に差が出ること
からより一層の
摺り合わせが必
要。 

保幼も含めた一
貫教育の実現の
ため、ＩＣＴ環
境を活用した 15
年間に渡る情報
共有を推進す
る。 

中学 2年生に親学習の実施 
教育相談の実施並びにＳＳ
Ｗ・ＳＣ・学校・教委との連
携の強化 

Ｂ 

児童生徒対応を中心
に、諸機関が連携し
てサポートを進めら
れる体制整備が進ん
だ。 

それぞれの意識
の醸成や役割分
担、何より当該
者であるという
気持ちを高める
必要がある 

地域に開かれた
学校、おらが学
校としての意義
を大切にし、町
全体で子育てを
進められるよう
連携強化を進め
る。 

土曜日の学校開放やハートフ
ルコンサート、子ども 110 番
ウォークラリーなど子どもた
ちの健やかな育ちをつなぐ環
境づくりを実施。 

Ｂ 
子どもたちの健やか
な育ちをつなぐ環境
を形成。 

指導者の育成、
各団体の連携が
課題。 

左記内容を精査
したうえで次期
に反映。 

生涯学習推進計画の推進にあ
たっては、地域活動やコミュ
ニティの活性化にも結びつく
ように事業を実施。 

Ｂ 

生涯学習推進計画の
推進にあたっては、
地域活動やコミュニ
ティの活性化にも結
びつくように事業を
実施。 

地域人材が発
掘・育成される
カリキュラムを
つくるととも
に、近隣の大学
など関係機関・
団体との連携 

左記内容を精査
したうえで次期
に反映。 

＜第 1 章 4.学校教育(1)「生き
る力」 を育む保・幼・小・中一
貫教育の推進②魅力あふれる
幼稚園づくりと同内容内容＞ 

 － ＜同＞ ＜同＞ ＜同＞ 

 

2）「文化そだち」を支援する：企画人権課・指導課・こども課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

田尻町国際クラブへの補助金
支出 
グローバル人材育成事業(仮)
について検討中 

Ｂ 

これまで国際クラブ
による、各種国際交
流事業・ふれあい交
流祭り・国際支援等
が実施されてきた。 

国際交流活動を
行っている団体
が町内には田尻
町国際クラブし
かなく、その国
際クラブも会員

継続 
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の確保が困難と
なっている。 

グローバル人材育成事業(仮)
について検討中 

Ｃ 
Ｈ３１年度より実施
予定 

保・幼の関わり 継続 

田植え・稲刈り（5歳児と小学
3年生）、文化祭・合唱コンク
ールでの交流（幼小中）、た
じりっ子祭りへの参加（幼
小） 

Ｂ 
定例のものとして定
着してきた 

単発での取り組
みに終わってし
まっている 

年間継続実施可
能な取り組みの
協議・検討 

第 1章 4.学校教育 ( l )「生き
る力」 を育む保・幼・小・中一
貫教育の推進②魅力あふれる
幼稚園づくりと同内容内容 

－ ＜同＞ ＜同＞ ＜同＞ 

 

 

（2）やすらぎプロジェクト 

1）地域でのセーフティネットを充実する：企画人権課・生活環境課・福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

人権協会として田尻町地域包
括ケア会議等に参加し、庁内
関係課や各種団体と情報共有
を図る。 

Ｃ 

庁内関係課や各種団
体と情報共有が図れ
ている。 
各種ネットワークの
有機的な連携と効率
的な運営の検討は未
実施。 

各課において、
横断的な協力が
必要な中で、各
課が所管するネ
ットワークが複
雑化しているた
め、核問題に対
しての整理が必
要。 

継続実施 

（ネットワークの充実に向け
て、地域人材育成などの共通
の課題について、協働で取組
みについて；企画人権課） 

Ｄ － 
ネットワークの
複雑化と共通課
題の認識。 

継続実施 

直接的な事業展開はないが、
必要に応じて助言等の事業サ
ポートを行える体制を整えて
いる 

Ｂ 直接的なものはなし 特になし 
今後も継続して
業務を行う 

高齢者虐待防止ネットワーク
の実施 

Ｂ 

地域包括ケア会議と
同時開催し年 1回高
齢者虐待防止ネット
ワークを開催 

－ － 

 

2）安全で快適な環境を創造する：危機管理課・福祉課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

町と自主防災会と共催し、防
災訓練を実施し、安否確認、
避難誘導等を行った。 

Ｂ 

町と自主防災会と共
催で防災訓練を実施
した。今後は田尻町
の実情に応じた組織
への改編を協議して
いる。 

－ － 

災害時要支援者避難行動の個
別計画に基づき避難訓練を実
施Ｈ28 

Ｂ 
計画策定に同意を得
た要支援者 78名 
個別計画作成 53 名 

防災訓練に合わ
せ実施している
ため、Ｈ29,Ｈ30
は実施していな
い。 

－ 
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(3) にぎわいプロジェクト 

1）交流ゾーンを充実する：都市政策課・社会教育課・企画人権課・産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
りんくうポート北広場や田尻
スカイブリッジのライトアッ
プ等、交流ゾーン内の施設の
連携方法や具体的なにぎわい
作りに向けた施策展開につい
て、庁内、住民等と検討を行
う。 

－ － － － 

田尻歴史館の保全と来館者の
安全確保のため耐震補強工事
に着手 

Ｂ － 
交流ゾーンとし
ての動線が確保
できていない。 

交流ゾーンとし
ての動線の整備
を盛込む。 

交流ゾーンの充実について
は、交流ゾーンの中心的施設
として、仮称りんくうポート
北広場等整備において、都市
政策課が主となり、平成 29 年
度に住民ワークショップを開
催し、平成 30年度基本設計、
実施設計を行っている。 

Ａ 
都市政策課の回答ど
おり 

－ － 

（産業振興課） Ｄ － － － 

 

2）産業間の連携を図り、魅力を高める：都市政策課・産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
周辺施設等と連携したにぎわ
い作りを行うため、大阪府と
の協議調整を開始する。 

－ － － － 

（産業振興課） Ｄ － － － 

 

3）観光振興体制を充実する 産業振興課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 
観光情報発信 
 （HP 等、DMO 等 

Ｃ － － － 

人材ネットワーク Ｄ － － － 

 

 

 (4) つながりプロジェクト 

1）町民間のつながりを強め、広げる：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

地区会や各団体にとっての共
通の場(プラットフォーム)の
設置・支援には至っていない 

Ｃ 

地区会や各団体にと
っての共通の場(プラ
ットフォーム)の設
置・支援には至って
いない 

地区会や各団体
にとっての共通
の場(プラットフ
ォーム)の設置・
支援 

継続 

嘉祥寺地区会の認可地縁団体
化 

Ｃ 
嘉祥寺地区会の認可
地縁団体化 

町民行動計画の
作成 

継続 
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2）庁内のつながりと町民とのつながりを強め、広げる：企画人権課 

実施内容・実績 
進 捗
状況 

成果 課題 
次期計画の取組

み方向 

総合計画の基本計画や実施計
画の推進状況の検証などにつ
いて、住民参加のもとに、新
たなチェック体制を充実させ
て実施すべきところである
が、おこなえていないのが現
状である。 

Ｄ 

総合計画の基本計画
や実施計画の推進状
況の検証などについ
て、住民参加のもと
に、新たなチェック
体制を充実させて実
施すべきところであ
るが、おこなえてい
ないのが現状であ
る。 

総合計画の基本
計画や実施計画
の推進状況の検
証などについて
は、事務が煩雑
であり、負担が
多い。 

町で無理なく進
行管理できる総
合計画のあり方
を検討する。 

 



 

 

 

 

 


